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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システム（１００）における無線デバイス（１２２、１２４、１２６、６０６
、１１００、１２００）によって実現される方法であって、
　第１のタイプの第１の信号に対する信号推定値と第１のタイプの第２の信号に対する信
号推定値との間の関係を記述するスケーリングファクタを取得するステップ（６００、８
０８、９０６）と、
　第２のタイプの第１の信号に対する信号推定値を含む基準信号推定値を取得するステッ
プ（６１０）と、
　前記スケーリングファクタによって前記基準信号推定値をスケーリングすることによっ
て、前記第２のタイプの第２の信号に対する信号推定値を前記無線デバイスにおいて選択
的に判定するステップ（６２０、７２２、７２４）とを備え、
　前記第１のタイプの前記第１の信号と前記第２のタイプの前記第１の信号は、第１の無
線ネットワークノード（６０２）に関連付けられていて、
　前記第１のタイプの前記第２の信号と前記第２のタイプの前記第２の信号は、第２の無
線ネットワークノード（６０４）に関連付けられている
　ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第１のタイプの前記第１の信号と前記第１のタイプの前記第２の信号は、特定の属
性を有する時間リソース及び周波数リソースの少なくとも一方に関連付けられている
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　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　信号に対する前記信号推定値は、前記信号に関連付けられているチャネルのチャネル推
定値、前記信号の電力推定値、前記信号の信号品質推定値の内の１つである
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記スケーリングファクタを取得するステップは、前記第１のタイプの前記第１の信号
と前記第１のタイプの前記第２の信号を受信すること、前記第１の信号と前記第２の信号
に対する前記信号推定値を計算すること、及び前記第１のタイプの前記第２の信号に対し
て計算された前記信号推定値と前記第１のタイプの前記第１の信号に対して計算された前
記信号推定値との比として前記スケーリングファクタを計算することを含んでいる
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記信号推定値を計算することは、前記第１のタイプの前記第１の信号と前記第１のタ
イプの前記第２の信号とが時間整合しているかを判定し、時間整合している場合には、前
記第１の信号と前記第２の信号とに関連付けられているチャネルを推定するための複数の
取り得るチャネル推定方法から、ジョイントチャネル推定方法を選択することを含んでい
る
　ことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　ネットワークノードから情報を受信するステップを更に備え、
　受信する前記情報は、前記スケーリングファクタを示す情報、前記スケーリングファク
タへの調整を示す情報、及び、前記第２のタイプの前記第２の信号に対する前記信号推定
値を判定するために前記スケーリングファクタを適用するか前記スケーリングファクタへ
の前記調整を適用するかを前記無線デバイスが判定することを支援する情報の内の少なく
とも１つである
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記無線デバイス（１２２、１２４、１２６、６０６、１１００、１２００）が、前記
スケーリングによって、前記第２のタイプの前記第２の信号に対する前記信号推定値を判
定することができるか否かを示すケイパビリティ情報をネットワークノードへ送信するス
テップを更に備える
　ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記スケーリングによって前記第２のタイプの前記第２の信号に対する前記信号推定値
を選択的に判定するステップ（６２０）は、前記第２のタイプの前記第２の信号が、時間
及び周波数の少なくとも一方における密度が所定の閾値よりも低いことを前記無線デバイ
スが判定することに応じて、前記スケーリングによって前記信号推定値を判定することを
含んでいる
　ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記スケーリングによって前記第２のタイプの前記第２の信号に対する前記信号推定値
を選択的に判定するステップ（６２０）は、前記第１の無線ネットワークノードが前記第
２の無線ネットワークノードに関するアグレッサとして機能することを前記無線デバイス
が判定することに応じて、前記スケーリングによって前記信号推定値を判定することを含
んでいる
　ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記スケーリングによって前記第２のタイプの前記第２の信号に対する前記信号推定値
を選択的に判定するステップ（６２０）は、前記無線デバイスが低電力あるいは低アクテ
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ィビティ状態であることに応じて、前記スケーリングによって前記信号推定値を判定する
ことを含んでいる
　ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記スケーリングによって前記第２のタイプの前記第２の信号に対する前記信号推定値
を選択的に判定するステップ（６２０）は、前記第２のタイプの前記第１の信号が前記無
線デバイスにおける測定に対して利用可能でないことを前記無線デバイスが判定すること
に応じて、前記スケーリングによって前記信号推定値を判定することを含んでいて、
　前記基準信号推定値を取得するステップは、前記第２のタイプの前記第１の信号に対す
る前記信号推定値を、前記第２のタイプの信号に関連付けられている仮想信号推定値とし
て取得することを含んでいる
　ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の無線ネットワークノードと前記第２の無線ネットワークノード（６０２、６
０４）において、前記第１のタイプの信号と前記第２のタイプの信号との間の関係を記述
する補正ファクタを取得するステップ（９０２）を更に備え、
　前記第２のタイプの前記第２の信号に対する前記信号推定値を判定するステップは、更
に、前記補正ファクタによって前記スケーリングファクタを調整することを含んでいる
　ことを特徴とする請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記補正ファクタを取得するステップ（９０２）は、
　　前記第１のタイプの前記第１の信号と前記第２のタイプの前記第１の信号との第１の
電力比と、前記第１のタイプの前記第２の信号と前記第２のタイプの前記第２の信号との
第２の電力比との差と、
　　前記第１の無線ネットワークノードと前記第２の無線ネットワークノードとに関連付
けられている帯域幅情報と、
　　前記第１の無線ネットワークノードと前記第２の無線ネットワークノードとに関連付
けられている電力クラスと、
　　前記第１の無線ネットワークノードと前記第２の無線ネットワークノードとに関連付
けられている送信アンテナの数と
　の１つに基づいて、前記補正ファクタを計算することを含んでいる
　ことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１のタイプの信号は、同期信号であり、
　前記第２のタイプの信号は、セル専用の基準信号である
　ことを特徴とする請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のタイプの信号は、セル専用の基準信号であり、
　前記第２のタイプの信号は、同期信号である
　ことを特徴とする請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　無線通信システム（１００、６００）における無線デバイス（１２２、１２４、１２６
、６０６、１１００、１２００）であって、
　第１の無線ネットワークノードと第２の無線ネットワークノードとの間で信号を送受信
するように構成されているトランシーバ（１１０２、１２０２）と、
　１つ以上の処理回路（１１１８、１２１２）とを備え、
　前記１つ以上の処理回路（１１１８、１２１２）は、
　　第１のタイプの第１の信号に対する信号推定値と第１のタイプの第２の信号に対する
信号推定値との間の関係を記述するスケーリングファクタを取得し、
　　第２のタイプの第１の信号に対する信号推定値を含む基準信号推定値を取得し、
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　　前記スケーリングファクタによって前記基準信号推定値をスケーリングすることによ
って、前記第２のタイプの第２の信号に対する信号推定値を選択的に判定する
　ように構成されていて、
　前記第１のタイプの前記第１の信号と前記第２のタイプの前記第１の信号は、前記第１
の無線ネットワークノード（６０２）に関連付けられていて、前記第１のタイプの前記第
２の信号と前記第２のタイプの前記第２の信号は、前記第２の無線ネットワークノード（
６０４）に関連付けられている
　ことを特徴とする無線デバイス。
【請求項１７】
　前記第１のタイプの前記第１の信号と前記第１のタイプの前記第２の信号は、特定の属
性を有する、時間リソース及び周波数リソースの少なくとも一方に関連付けられている
　ことを特徴とする請求項１６に記載の無線デバイス。
【請求項１８】
　信号に対する前記信号推定値は、前記信号に関連付けられているチャネルのチャネル推
定値、前記信号の電力推定値、及び前記信号の信号品質推定値の１つである
　ことを特徴とする請求項１６または１７に記載の無線デバイス。
【請求項１９】
　前記１つ以上の処理回路は、前記第１のタイプの前記第１の信号と前記第１のタイプの
前記第２の信号を受信することによって前記スケーリングファクタを取得し、前記第１の
信号と前記第２の信号に対する前記信号推定値を計算し、かつ、前記第１のタイプの前記
第２の信号に対して計算された前記信号推定値と前記第１のタイプの前記第１の信号に対
して計算された前記信号推定値との比として前記スケーリングファクタを計算するように
構成されている
　ことを特徴とする請求項１６乃至１８のいずれか１項に記載の無線デバイス。
【請求項２０】
　前記１つ以上の処理回路は、前記第１のタイプの前記第１の信号と前記第１のタイプの
前記第２の信号とが時間整合しているかを判定することによって前記信号推定値を計算す
るように構成され、また、時間整合している場合には、前記第１の信号と前記第２の信号
とに関連付けられているチャネルを推定するための複数の取り得るチャネル推定方法から
ジョイントチャネル推定方法を選択するように構成されている
　ことを特徴とする請求項１６乃至１９のいずれか１項に記載の無線デバイス。
【請求項２１】
　前記トランシーバは、ネットワークノードから情報を受信するように更に構成されてい
て、
　受信する前記情報は、前記スケーリングファクタを示す情報、前記スケーリングファク
タへの調整を示す情報、及び、前記第２のタイプの前記第２の信号に対する前記信号推定
値を判定するために前記スケーリングファクタを適用するか前記スケーリングファクタへ
の前記調整を適用するかを前記無線デバイスが判定することを支援する情報の内の少なく
とも１つである
　ことを特徴とする請求項１６乃至２０のいずれか１項に記載の無線デバイス。
【請求項２２】
　前記トランシーバは、前記無線デバイス（１２２、１２４、１２６、６０６、１１００
、１２００）が前記スケーリングによって前記第２のタイプの前記第２の信号に対する前
記信号推定値を判定することができるか否かを示すケイパビリティ情報をネットワークノ
ードへ送信するように構成されている
　ことを特徴とする請求項１６乃至２１のいずれか１項に記載の無線デバイス。
【請求項２３】
　前記１つ以上の処理回路は、前記第２のタイプの前記第２の信号が、時間及び周波数の
少なくとも一方における密度が所定の閾値よりも低いことを前記無線デバイスが判定する
ことに応じて、前記スケーリングによって前記第２のタイプの前記第２の信号に対する前
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記信号推定値を選択的に判定するように構成されている
　ことを特徴とする請求項１６乃至２２のいずれか１項に記載の無線デバイス。
【請求項２４】
　前記１つ以上の処理回路は、前記第１の無線ネットワークノードが前記第２の無線ネッ
トワークノードに関するアグレッサとして機能することを前記無線デバイスが判定するこ
とに応じて、前記スケーリングによって前記第２のタイプの前記第２の信号に対する前記
信号推定値を選択的に判定するように構成されている
　ことを特徴とする請求項１６乃至２２のいずれか１項に記載の無線デバイス。
【請求項２５】
　前記１つ以上の処理回路は、前記無線デバイスが低電力あるいは低アクティビティ状態
であることに応じて、前記スケーリングによって前記第２のタイプの前記第２の信号に対
する前記信号推定値を選択的に判定するように構成されている
　ことを特徴とする請求項１６乃至２２のいずれか１項に記載の無線デバイス。
【請求項２６】
　前記１つ以上の処理回路は、前記第２のタイプの前記第１の信号が前記無線デバイスに
おける測定に対して利用可能でないことを前記無線デバイスが判定することに応じて、前
記スケーリングによって前記第２のタイプの前記第２の信号に対する前記信号推定値を選
択的に判定し、前記第２のタイプの前記第１の信号に対する前記信号推定値を前記第２の
タイプの信号に関連付けられている仮想信号推定値として取得することによって前記基準
信号推定値を取得するように構成されている
　ことを特徴とする請求項１６乃至２２のいずれか１項に記載の無線デバイス。
【請求項２７】
　前記１つ以上の処理回路は、前記第１の無線ネットワークノードと前記第２の無線ネッ
トワークノードにおける前記第１のタイプの信号と前記第２のタイプの信号との間の関係
を記述する補正ファクタを取得し、前記補正ファクタによって前記スケーリングファクタ
を調整することによって前記第２のタイプの前記第２の信号に対する前記信号推定値を判
定するように更に構成されている
　ことを特徴とする請求項１６乃至２６のいずれか１項に記載の無線デバイス。
【請求項２８】
　前記１つ以上の処理回路は、
　　前記第１のタイプの前記第１の信号と前記第２のタイプの前記第１の信号との第１の
電力比と、前記第１のタイプの前記第２の信号と前記第２のタイプの前記第２の信号との
第２の電力比との差と、
　　前記第１の無線ネットワークノードと前記第２の無線ネットワークノードとに関連付
けられている帯域幅情報と、
　　前記第１の無線ネットワークノードと前記第２の無線ネットワークノードとに関連付
けられている電力クラスと、
　　前記第１の無線ネットワークノードと前記第２の無線ネットワークノードとに関連付
けられている送信アンテナの数と
　の１つに基づいて、前記補正ファクタを計算することによって、前記補正ファクタを取
得するように構成されている
　ことを特徴とする請求項２７に記載の無線デバイス。
【請求項２９】
　前記第１のタイプの信号は、同期信号であり、
　前記第２のタイプの信号は、セル専用の基準信号である
　ことを特徴とする請求項１６乃至２８のいずれか１項に記載の無線デバイス。
【請求項３０】
　前記第１のタイプの信号は、セル専用の基準信号であり、
　前記第２のタイプの信号は、同期信号である
　ことを特徴とする請求項１６乃至２８のいずれか１項に記載の無線デバイス。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的には、無線通信システムにおける方法及び装置に関するものであり、
より詳しくは、このようなシステムにおける信号推定値（推量）の判定に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ規格では、異種ネットワーク配備は、異なる送信電力の低電力ノードがマクロ
セルレイアウトを通して配置される配備として定義されている。低電力ノードの例は、マ
イクロノード、ピコノード、及びフェムトノードがある。異種ネットワーク配備は、トラ
フィックホットスポットのような一定のエリア内で容量拡張を提供する。トラフィックホ
ットスポットは、周辺エリアよりも、ユーザ密度及びトラフィック強度の少なくとも一方
が高い小地理的エリアである。トラフィックホットスポットに、ピコノードのような低電
力ノードを配置することは、トラフィック要件及び環境に従ってネットワークに適合させ
ることができ、こうして、ネットワークのパフォーマンスを向上させる。しかしながら、
異種配備における干渉特性は、ダウンリンク及びアップリンクの両方での同種配備とは著
しく異なっている。また、異種ネットワーク配備では、トラフィック配信は、たいていは
不均一であり、また、アップリンク送信は、一般的には、小規模セルと大規模セルとの両
方が共存することによる高干渉を経験する。異種ネットワーク配備において効率的なネッ
トワーク動作及び優れたユーザ経験を補償することがしばしば取り組まれている。異種ネ
ットワークに関連する１つの共通の問題は、近隣の高電力ノードからの干渉のために、異
種ネットワークにおける低電力ノードから送信される信号における測定を実行することが
、無線デバイスにとってたいていは困難なことである。正確な信号推定と測定は、セル検
索、セル同定、ハンドオーバ、無線リンク管理（ＲＬＭ）及び無線リソース管理（ＲＲＭ
）等のような重要な機能に対して依然として必要とされている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　近隣セルに対する受信パイロット電力推定値は、スケーリングファクタを近隣セルの推
定受信同期チャネル電力を適用することによって取得することができることが一般的に知
られている。スケーリングファクタを、サービング（在圏）セルの推定受信同期チャネル
電力における推定受信パイロット電力の比率として計算することができる。この方法では
、スケーリングファクタは、互いに相関していない、２つの異なるタイプの信号の比率と
して計算される。また、このような方法は、パイロット信号を送信しないセル内で、例え
ば、新規のキャリヤタイプが使用され、かつ、セル専用基準信号（ＣＲＳ）が送信されな
いネットワーク内で、適用することができない。
【０００４】
　高干渉環境において低電力ノードによってサービスが提供される、サービングセルと近
隣セルに対して信頼のある正確な信号推定値を取得するために使用することができる、改
良された方法及び装置の必要性が存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本明細書の１つ以上の実施形態は、基準推定値とスケーリングファクタとに基づいて、
信号推定値を判定するための方法及び装置を提供する。本明細書で開示される方法及び装
置は、特に、異種ネットワーク配備のような高干渉環境において信号推定値を判定するた
めの利点を証明する。本明細書で開示されるこの方法及び装置は、リソース効率がある。
例えば、これらは、ジョイントチャネル推定とともに使用することができ、これは、干渉
除去にくらべて、有効なリソース利用を達成し、受信機パフォーマンスを向上する。本明
細書で開示されるこの方法及び装置は、チャネル推定値、受信信号電力推定値、受信信号
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品質推定値の取得のような信号推定に対する柔軟な方法を提供する。
【０００６】
　いくつかの実施形態では、無線通信システムにおける無線デバイスによって信号推定の
ための方法が実現される。この方法は、以下のステップを備える。第１に、第１のタイプ
の第１の信号に対する信号推定値と第１のタイプの第２の信号に対する信号推定値との間
の関係を記述するスケーリングファクタが取得される。第２に、第２のタイプの第１の信
号に対する信号推定値を含む基準信号推定値も取得される。第３に、前記スケーリングフ
ァクタによって前記基準信号推定値をスケーリングすることによって、前記第２のタイプ
の前記第２の信号に対する信号推定値が選択的に判定される。ここで、前記第１のタイプ
の前記第１の信号と前記第２のタイプの前記第１の信号は、第１の無線ネットワークノー
ドに関連付けられている。前記第１のタイプの前記第２の信号と前記第２のタイプの前記
第２の信号は、第２の無線ネットワークノードに関連付けられている。
【０００７】
　いくつかの実施形態では、前記第１のタイプの前記第１の信号と前記第１のタイプの前
記第２の信号は、特定の属性を有する一定の時間リソース及び周波数リソースの少なくと
も一方に関連付けられている。
【０００８】
　いくつかの実施形態では、信号の前記信号推定値は、前記信号に関連付けられているチ
ャネルのチャネル推定値、前記信号の電力推定値、前記信号の信号品質推定値の内の１つ
を示すことができる。
【０００９】
　いくつかの実施形態では、前記スケーリングファクタを取得するステップは、前記第１
のタイプの前記第１の信号と前記第１のタイプの前記第２の信号を受信すること、前記第
１の信号と前記第２の信号に対する前記信号推定値を計算すること、及び前記第１のタイ
プの前記第２の信号に対して計算された信号推定値と前記第１のタイプの前記第１の信号
に対して計算された信号推定値との比として前記スケーリングファクタを計算することを
含んでいる。いくつかの実施形態では、前記信号推定値を計算することは、前記第１のタ
イプの前記第１の信号と前記第１のタイプの前記第２の信号とが時間整合しているかを判
定することを含んでいる。時間整合している場合には、ジョイントチャネル推定方法が、
前記第１の信号と前記第２の信号とに関連付けられている前記チャネルを推定するための
複数の取り得るチャネル推定方法から選択される。
【００１０】
　いくつかの実施形態では、信号推定の方法は、ネットワークノードから情報を受信する
ステップを更に備えている。この受信する情報は、前記スケーリングファクタを示す情報
、前記スケーリングファクタへの調整を示す情報、及び、前記第２のタイプの前記第２の
信号に対する前記信号推定値を判定するためにスケーリングファクタを適用するかスケー
リングファクタへの調整を適用するかを前記無線デバイスが判定することを支援する情報
の内の少なくとも１つである。前記スケーリングファクタが前記ネットワークノードから
受信される場合、前記無線デバイスは、受信した情報から前記スケーリングファクタを取
得することによって前記スケーリングファクタを取得する。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、前記無線デバイスで実現される信号推定の方法は、前記無線
デバイスが前記スケーリングによって前記第２のタイプの前記第２の信号に対する前記信
号推定値を判定することができるか否かを示すネットワークノードケイパビリティ情報を
送信するステップを更に含んでいる。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、前記無線デバイスは、前記第２のタイプの前記第２の信号の
時間及び周波数の少なくとも一方における密度が所定の閾値よりも低いことを前記無線デ
バイスが判定することに応じて、前記スケーリングによって前記第２のタイプの前記第２
の信号に対する前記信号推定値を選択的に判定する。いくつかの実施形態では、前記無線



(8) JP 6185049 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

ンデバイスは、前記第１の無線ネットワークノードが前記第２の無線ネットワークノード
に関するアグレッサとして機能することを前記無線デバイスが判定することに応じて、前
記第２の信号に対する前記信号推定値を選択的に判定する。いくつかの実施形態では、前
記無線デバイスは、前記無線デバイスが低電力あるいは低アクティビティ状態であること
に応じて、前記第２のタイプの前記第２の信号に対する前記信号推定値を選択的に判定す
る。いくつかの実施形態では、前記第２のタイプの前記第１の信号が前記無線デバイスに
おける測定が利用可能でないことを前記無線デバイスが判定することに応じて、前記無線
デバイスは、前記第２のタイプの前記第１の信号に対する前記信号推定値を前記第２のタ
イプの信号に関連付けられている仮想信号推定値として取得することによって、前記第２
のタイプの前記第２の信号に対する前記信号推定値を判定する。
【００１３】
　いくつかの実施形態では、信号推定の方法は、前記第１の無線ネットワークノードと前
記第２の無線ネットワークにおいて、前記第１のタイプの信号と前記第２のタイプの信号
との間の関係を記述する補正ファクタを取得することと、前記補正ファクタによって前記
スケーリングファクタを調整することを含んでいる。いくつかの実施形態では、前記補正
ファクタは、（１）前記第１のタイプの前記第１の信号と前記第２のタイプの前記第１の
信号との間の第１の電力比と、前記第１のタイプの前記第２の信号と前記第２のタイプの
前記第２の信号との間の第２の電力比との差と、（２）前記第１の無線ネットワークノー
ドと前記第２の無線ネットワークノードとに関連付けられている帯域幅情報と、（３）前
記第１の無線ネットワークノードと前記第２の無線ネットワークノードとに関連付けられ
ている電力クラスと、（４）前記第１の無線ネットワークノードと前記第２の無線ネット
ワークとに関連付けられている送信アンテナの数で示される、１つ以上の情報あるいはデ
ータに基づいて、計算される。
【００１４】
　いくつかの実施形態では、上述の前記第１のタイプの信号は同期信号であり、また、前
記第２のタイプの信号はセル専用の基準信号である。他の実施形態では、上述の前記第１
のタイプの信号はセル専用の基準信号であり、また、前記第２のタイプの信号は同期信号
である。
【００１５】
　いくつかの実施形態では、無線通信システムにおけるネットワークノードが、信号推定
プロセスを支援するための情報を前記無線デバイスへ提供するように構成されている。前
記ネットワークノードによって実現される方法は、複数の情報あるいはデータの少なくと
も１つを選択的に生成し、その生成した情報を前記無線デバイスへ送信することを含んで
いる。前記複数の情報あるいはデータは、（１）スケーリングファクタを示す情報、（２
）前記スケーリングファクタへの調整を示す情報、及び（３）信号推定値を判定するため
に前記スケーリングファクタを適用するか前記スケーリングファクタへの調整を適用する
かを無線デバイスが判定することを支援する情報を含んでいる。前記スケーリングファク
タは、第１の無線ネットワークノードと第２の無線ネットワークノードそれぞれに関連付
けられている同一のタイプの第１の信号と第２の信号との間の関係を記述している。
【００１６】
　いくつかの実施形態では、上述の情報あるいはデータの１つを選択的に生成するステッ
プは、前記無線デバイスが、前記スケーリングファクタあるいは前記信号推定値を判定す
るための前記スケーリングファクタへの調整を適用できることを示すケイパビリティ情報
を前記無線デバイスから受信することに応じて実行される。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、前記ネットワークノードによって実現される方法は、更に、
前記ネットワークノードが上述の情報あるいはデータの１つを生成し、その生成した情報
を送信することができることを示すケイパビリティ情報をノードへ送信することを含んで
いる。
【００１８】
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　本願の開示は、上述のプロセス及び方法を実現し、実行するように構造的に構成されて
いる無線デバイスおよびネットワークノードである。
【００１９】
　もちろん、本発明は上述で要約される特徴、利点及び状況に限定されるものではなく、
無線通信技術の当業者は、以下の詳細な説明及び添付の図面を参照することによって、更
なる利点及び効果を認識するであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】異種ネットワーク配備における様々な干渉環境を示す図である。
【図２】異種ネットワーク配備におけるセル範囲拡張を示す図である。
【図３】セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）のＯＦＤＭサブストリームへの例示のマッピング
を示す図である。
【図４ａ】セル専用基準信号（ＣＲＳ）のリソース要素への例示のマッピングを示す図で
ある。
【図４ｂ】セル専用基準信号（ＣＲＳ）のリソース要素への例示のマッピングを示す図で
ある。
【図５】無線デバイスが２つの無線ネットワークノードから信号を受信する例示の無線通
信システムを示す図である。
【図６ａ】例示の信号推定プロセスを示すフローチャートである。
【図６ｂ】例示の信号推定プロセスを示すフローチャートである。
【図７】例示のチャネル推定プロセスを示すフローチャートである。
【図８】補正ファクタを使用する例示の信号推定プロセスを示すフローチャートである。
【図９】例示のネットワーク関連信号推定プロセスを示すフローチャートである。
【図１０】チャネル推定及び測定レポート用に構成設定されている例示の無線デバイスを
示す図である。
【図１１】本明細書で開示される信号推定プロセスをサポートするように構成されている
例示の無線デバイスを示す図である。
【図１２】本明細書で開示される信号推定技術をサポートするように構成されている例示
のネットワークノードを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本開示では、一定の用語あるいは技術表現は、図示の目的のための例として使用される
。これらは、本開示を１つの技術あるいは規格に制限するものとして解釈されるべきでは
ない。
【００２２】
　例えば、用語、無線デバイスとユーザ機器（ＵＥ）は、記載の中では交換可能に使用さ
れる。ＵＥは、無線インタフェースが搭載されている任意のデバイスであり、また、無線
ネットワークノード及び別の無線デバイスの少なくとも一方から無線信号を少なくとも受
信することができる。ＵＥは、また、リモートノードからの無線信号を受信し、復号する
ことができる。ＵＥは、また、無線信号を生成し、送信することができる。ここで、いく
つかの無線ネットワークノードは、更に、ＵＥ形式インタフェースを搭載することができ
ることに注意されたい。一般的な意味で理解されるべきである「ＵＥ」のいくつかの例に
は、移動体、ｉＰｈｏｎｅ、ＰＤＡ、ラップトップ、センサ、固定中継器、移動中継器、
ＵＥ形式インタフェースが搭載されている任意の無線ネットワークノード（例えば、小型
ＲＢＳ、ｅノードＢ、フェムトＢＳ、ＬＭＵ等）がある。無線デバイスは、１つ以上の周
波数と、１つ以上の無線アクセス技術（ＲＡＴ）（例えば、例示のデュアルモードユーザ
機器は、次の任意の２つで動作することができる。：ＷｉＦｉ、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ、Ｈ
ＳＰＡ、ＧＳＭ）で動作することができ、また、いくつかのデバイスは、複数の周波数と
複数のＲＡＴの少なくとも一方での並行動作をサポートすることができる（例えば、キャ
リヤアグリゲーションが構成設定されている無線デバイス）。無線デバイスは、また、同
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一周波数上で、例えば、調整済マルチポイント（ＣｏＭＰ）動作を伴うマルチタグ（即ち
、マルチリンク）動作をサポートすることができる。無線デバイスは、キャリヤアグリゲ
ーションで、サービングセル（例えば、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ））と、１つ以上の
セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）によってサービスの提供を受けることができる。単一の無
線デバイスに対しては、ＵＥは、１つのプライマリセル（ＰＣｅｌｌ）と１つ以上のセカ
ンダリセル（ＳＣｅｌｌ）を有することができる。セルは、送信ノードに関連付けられて
いる仮想セルとすることができ、また、別の送信ノードと同一のセルＩＤを共有したりし
なかったりすることができる。
【００２３】
　無線ネットワークノードは、少なくとも１つの無線信号を送信し、無線通信ネットワー
クに配置されている装置を備える無線ノードである。これは、送信信号シーケンスを生成
したり、しなかったりすることができる。例えば、これは、無線基地局、中継器、ビーコ
ンデバイス、リモート無線ユニット（ＲＲＵ）とすることができる。選択的には、送信ア
ンテナあるいはリモート無線ヘッド（ＲＲＨ）、あるいは、単なる、リピータとすること
もできる。
【００２４】
　無線ネットワークノードは、自身で所有するセルを作成しても良いし、作成しなくても
良い。無線ネットワークノードは、別の無線ノードとセルを共有することができる、ある
いは、セルセクタ（論理的あるいは地理的なセルの一部、これは、いくつかの実施形態で
は、一般的な方法では、「セル」として参照する場合もある）で動作することができる。
無線ネットワークノードは、１つ以上のセルと関連付けることができる。無線ネットワー
クノードは、１つ以上の周波数で、かつ１つ以上のＲＡＴ（例えば、複合規格無線基地局
（ＭＳＲ　ＢＳ））で動作することができ、また、任意の１つ以上の以下の無線アクセス
技術をサポートすることができる：ＷｉＦｉ、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ、ＷＣＤＭＡ、ＨＳＰ
Ａ、ＧＳＭ／ＥＤＧＥ／ＧＰＲＳ。いくつかの無線ネットワークノードは、また、複数の
周波数及び複数のＲＡＴの少なくとも一方での並行動作をサポートすることができる（例
えば、キャリヤアグリゲーションが構成設定されている無線デバイスへサービスを提供す
ること、あるいは、異なる周波数及びＲＡＴの少なくとも一方における複数の無線デバイ
スへサービスを提供することでさえ）。無線ネットワークノードは、同一位置に配置され
ている、及び、分散されている内の少なくとも一方である複数のアンテナを装備すること
ができる。無線ネットワークノードは、また、同一周波数上、例えば、ＣｏＭＰを伴うマ
ルチタグ（マルチリンクとして知られる）動作をサポートすることができる。
【００２５】
　ビクティム（対象者（ターゲット）とも呼ばれる）は、受信される無線送信（例えば、
信号あるいはチャネル）、あるいは、対象となる専用時間リソース及び専用周波数リソー
スの少なくとも一方（無線通信のために潜在的に使用される）を備える場合がある、ある
いは、他のソースによって生成される干渉及びノイズの影響下となる可能性があるもので
ある。いくつかの実施形態では、用語「ビクティム（victim）」は、受信対象あるいは測
定対象となる信号（群）あるいはチャネル（群）に関連付けられているエンティティ（例
えば、セル、送信無線デバイス、あるいは送信無線ネットワークノード）とも呼ばれ、あ
るいは他のソースによって生成される干渉及びノイズの影響下となる可能性があるもので
ある。ビクティム信号／チャネルは、無線ネットワークノードによって送信されるダウン
リンク信号／チャネルである場合がある、あるいは、２つの無線デバイス間、例えば、デ
バイス間通信で送信される信号／チャネルである場合がある。ビクティム信号及びチャネ
ルのいくつかの例には、物理信号（例えば、ブロードキャスト信号あるいはユニキャスト
物理信号、基準信号、ＣＲＳ、ＰＲＳ（位置決め基準信号）、ＤＭ－ＲＳ（専用変調基準
信号）、いわゆる同期信号、ＭＢＳＦＮ基準信号（ＲＳ）、ＰＳＳ、ＳＳＳ等）、物理チ
ャネル（ブロードキャストチャネルあるいはマルチキャストチャネル、ＰＢＣＨ、制御チ
ャネル、ＰＤＣＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＵＣＣＨ、データチャネル、ＰＤＳ
ＣＨ、ＰＵＳＣＨ）、論理チャネル（例えば、チャネル搬送システム情報あるいはページ
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ング情報）が含まれる。
【００２６】
　アグレッサ（aggressor）は、ビクティムに影響を与える干渉あるいはノイズのソース
である。アグレッサは、無線送信（例えば、信号あるいはチャネル）あるいは、アグレッ
サ送信に関連付けられているエンティティ（例えば、セルあるいは任意の送信無線ノード
）であり得る。アグレッサ信号／チャネルは、ダウンリンク信号／チャネル、あるいはデ
バイス間通信を含む、２つの無線ノード間の信号／チャネルである場合がある。アグレッ
サ信号及びチャネルのいくつかの例には、物理信号（例えば、ブロードキャスト信号ある
いはユニキャスト物理信号、基準信号、ＣＲＳ、ＰＲＳ、ＤＭ－ＲＳ、同期信号、ＭＢＳ
ＦＮ　ＲＳ、ＰＳＳ、ＳＳＳ等）、物理チャネル（ブロードキャストチャネルあるいはマ
ルチキャストチャネル、ＰＢＣＨ、制御チャネル、ＰＤＣＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣ
Ｈ、ＰＵＣＣＨ、データチャネル、ＰＤＳＣＨ、ＰＵＳＣＨ）、論理チャネル（例えば、
チャネル搬送システム情報あるいはページング情報）が含まれる。
【００２７】
　ネットワークノードは、任意の無線ネットワークノード、あるいは無線ネットワーク（
例えば、コアネットワーク）に構成されていないネットワークノードとすることができる
。いくつかの限定するものではないネットワークノードの例には、基地局、ｅノードＢ、
無線ネットワークコントローラ、位置決めノード、ＭＭＥ、自己組織ネットワーク（ＳＯ
Ｎ）ノード、駆動テスト最小化（ＭＤＴ）ノード、調整ノード、及び動作＆メインテナン
ス（Ｏ＆Ｍ）ノードがある。
【００２８】
　用語「位置決めノード」は、位置決め機能を有するノードを示すことができる。例えば
、ＬＴＥでは、用語「位置決めノード」は、ユーザプレーンにおける位置決めプラットホ
ーム（例えば、ＬＴＥにおける、セキュアユーザプレーンロケーション（ＳＵＰＬ）ロケ
ーションプラットホーム（ＳＬＰ））、あるいは制御プレーンにおける位置決めノード（
例えば、ＬＴＥにおける、高度サービング移動ロケーションセンタ（Ｅ－ＳＭＬＣ））を
指すものとして理解される場合がある。ＳＵＰＬロケーションプラットホーム（ＳＬＰ）
は、また、ＳＵＰＬロケーションセンタ（ＳＬＣ）及びＳＵＰＬ位置決めセンタ（ＳＰＣ
）を構成することができ、ここで、ＳＰＣは、Ｅ－ＳＭＬＣとの専用インタフェースを有
することができる。位置決め機能は、２つ以上のノードに渡って分割することができる。
例えば、ロケーション測定ユニット（ＬＭＵ）とＥ－ＳＭＬＣとの間にゲートウェイを存
在させることができ、ここで、このゲートウェイは、無線基地局あるいは別のネットワー
クノードとすることができる。この場合、用語「位置決めノード」は、Ｅ－ＳＭＬＣとゲ
ートウェイノードとに関連する場合がある。テスト環境では、位置決めノードは、テスト
機器によってシミュレートされるあるいはエミュレートされる。
【００２９】
　本明細書で使用される、用語「調整ノード」は、１つ以上の無線ノードとで無線リソー
スあるいは無線送信を調整するネットワーク及びノードの少なくとも一方である。調整ノ
ードのいくつかの例には、ネットワークモニタリング及びコンフィグレーションノード、
ＯＳＳノード、Ｏ＆Ｍ、ＭＤＴノード、ＳＯＮノード、位置決めノード、ＭＭＥ、パケッ
トデータネットワークゲートウェイ（Ｐ－ＧＷ）あるいはサービングゲートウェイ（Ｓ－
ＧＷ）ネットワークノード、あるいはフェムトゲートウェイノードのようなゲートウェイ
ノード、マクロノードに関連付けられている小規模無線ノードを調整するマクロノード、
他のｅノードＢとでリソースを調整するｅノードＢ等がある。
【００３０】
　本明細書で記載されるシグナリングは、直接リンク（例えば、物理制御チャネルを介す
る指示のような下位レイヤ信号）あるいは論理リンク（例えば、上位レイヤプロトコルを
介する）を介するものである。シグナリングは、１つ以上のネットワークノード及び無線
ノードの少なくとも一方を介してトランスペアレントとすることもでき、例えば、コアネ
ットワークに構成され、無線デバイス用に向けられている調整ノードからのシグナリング
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は、別のネットワークノード、例えば、無線デバイスへサービスを提供するｅノードＢへ
渡すことができる。
【００３１】
　本明細書で記載される実施形態で使用される用語「サブフレーム」は、時間ドメインに
おける例示のリソースであり、より一般的には、これは、任意の所定時間インスタンスあ
るいは時間期間（例えば、ＴＴＩ、無線フレーム、スロット、シンボル等）である場合も
ある。
【００３２】
　上述の実施形態はＬＴＥに制限されるものではなく、任意の無線アクセスネットワーク
（ＲＡＮ）、１つのあるいは複数のＲＡＴとともに適用することができる。いくつかの他
のＲＡＴの例には、ＬＴＥアドバンスド（ＬＥＴ－Ａ）、ＵＭＴＳ、ＷＣＤＭＡ、ＨＳＰ
Ａ、ＧＳＭ／ＥＤＧＥ／ＧＰＲＳ、ｃｄｍａ２０００、ＷｉＭＡＸ、及びＷｉＦｉがある
。本明細書で記載される実施形態は、独立している実施形態とすることができる、あるい
は、任意の実施形態は、少なくとも１つの他の実施形態（あるいはそれとともに適用され
るもの）の全部あるいは一部との任意の組み合わせで組み合わせることができる。
【００３３】
　図面を参照すると、図１は、異種ネットワーク配備１００を示している。ここでは、３
つの低電力ノード１１２、１１４及び１１６が、高電力ノード１０２によってサービスが
提供されるマクロセル内に配備されている。低電力ノード１１２、１１４及び１１６のそ
れぞれは、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）セルとして動作する。図１では、３つの
無線デバイス１２２、１２４及び１２６が存在する。無線デバイス１２２は、ネットワー
クノード１１４によってサービスが提供されるが、ネットワークノード１２２からの干渉
を経験する。無線デバイス１２４は、マクロノード１０２によってサービスが提供され、
また、マクロノード１０２への自身のアップリンク送信は、近隣ネットワークノード１１
４と干渉する。無線デバイス１２６は、また、マクロノード１０２によってサービスが提
供される。マクロノード１０２から無線デバイス１２６へのダウンリンク送信は、近隣ネ
ットワークノード１１６からのダウンリンク送信によって干渉していることが示されてい
る。図１に示される様々な干渉の状況を、効率的なネットワーク動作を達成し、また、異
種ネットワーク配備において優れたユーザ経験を達成する際のいくつかの課題について論
証する。
【００３４】
　図２は、異種ネットワーク２００において干渉を管理するあるいは制御する際の様々な
課題を示している。図２は、マクロ基地局２０２とピコ基地局２１２とを示している。無
線デバイス２２２は、マクロ基地局２０２とピコ基地局２１２との間に配置されている。
従来のセル範囲は、マクロ基地局（ＲＳＲＰmacro）からの基準信号受信信号電力（ＲＳ
ＲＰ）測定値と、ピコ基地局（ＲＳＲＰpico）からのＲＳＲＰ測定値とが等しくなる境界
として定義される。セル境界は、無線デバイスからマクロ基地局２０２とピコ基地局２１
２へのアップリンク送信によって経験する、経路損失あるいは経路利得に基づいて定義す
ることもできる。例えば、新規のセル境界は、無線デバイス２２２からピコ基地局へのア
ップリンク送信によって経験する経路損失と、無線デバイス２２２からマクロ基地局への
アップリンク送信によって経験する経路損失とが等しくなる境界として定義することがで
きる。従来のセル範囲と比べて、経路損失に基づいて定義されるセル境界は、セル範囲拡
張（ＣＲＥ）として見なすことができる。ピコセル範囲は、ここでは、パラメータΔによ
って拡張される。換言すれば、無線デバイス２２２は、ＲＳＲＰpico＋Δ≧ＲＳＲＰmacr
oである場合に、ピコセルを選択する。通常は、ＲＳＲＰとＲＳＲＱは、セル専用基準信
号（ＣＲＳ）上で実行される。
【００３５】
　高干渉が予期される、図２に示される拡張セル範囲あるいはＣＲＥゾーンにおける測定
を容易にするために、セル間干渉除去（ＩＣＩＣ）技術及び強化セル間干渉除去技術（ｅ
ＩＣＩＣ）技術が頻繁に使用される。ＩＣＩＣあるいはｅＩＣＩＣ技術の例には、無線ネ
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ットワークノードに対する送信パターンを特定すること、無線デバイスに対する測定パタ
ーンを制限することが含まれる。
【００３６】
　ほぼブランクのサブフレームであるＡＢＳ（Almost Blank Subframe）パターンは、無
線信号を送信する時を判定するために、無線ネットワークノードによって使用される送信
パターンである。ＡＢＳパターンは、一般的には、セル専用であり、また、無線ネットワ
ークノードに対して、低電力アクティビティサブフレーム及び低送信アクティビティサブ
フレームの少なくとも一方を特定する。ＡＢＳパターンは、Ｘ２インタフェースを介して
ｅノードＢ間で交換される。しかし、これらは、制限測定パターンとは異なり、ＵＥには
信号送信されない。
【００３７】
　干渉しているノードに対して定義されるＡＢＳサブフレームは、その干渉している無線
ノードにおける低電力アクティビティ及び低送信アクティビティの少なくとも一方の時間
期間を示しているので、ＡＢＳサブフレームは、別の無線ネットワークノードにおいて測
定を実行するための、ＵＥに対して適切な時間期間となる。制限測定パターンは、しばし
ば、干渉しているｅノードＢ群に対して定義される、ＡＢＳサブフレーム（あるいは、マ
ルチキャスト／ブロードキャストオーバーシングル周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サ
ブフレーム）の並びで特定される。制限測定パターン（「時間ドメインリソース制限パタ
ーン」［３ＧＰＰ技術仕様書　ＴＳ　３６．３３１］としても示される）は、測定を実行
するために適切となるサブフレーム群のサブセットをＵＥへ通知するように構成されてい
る。
【００３８】
　制限測定パターンは、ＵＥが経験する干渉によって単独では使用されない。制限測定パ
ターンは、ＵＥが良好な干渉状態を経験するように構成設定することもできる。同様に、
制限測定パターンを受信することは、予期される貧弱な信号品質の指示を必要としない。
例えば、測定パターンは、典型的には高干渉が予期されるセル範囲拡張（ＣＲＴ）内のＵ
Ｅに対して構成設定することができる。測定パターンは、上位ランク送信モード（例えば
、ランク２の送信）を可能にするために、信号品質が典型的には良好であるサービスを提
供中の基地局の近くに位置しているＵＥに対しても構成設定することができる。
【００３９】
　一般的には、制限測定パターンはＵＥ専用であるが、そのようなパターンは複数のＵＥ
Ｎにブローキャストあるいはマルチキャストできることが従来より知られている。制限測
定を可能にするための、次の３つの測定パターンが現在、規格において特定されている：
無線リンク管理（ＲＬＭ）及び無線リソース管理（ＲＲＭ）測定用のサービングセルパタ
ーン、ＲＲＭ測定用の近隣セルパターン、及びチャネル状態情報（ＣＳＩ）測定用のサー
ビングセルパターンである。
【００４０】
　測定パターンは、どの無線ネットワークノードで、いつ測定を実行するかについてのＵ
Ｅへの指示と見なすことができる。ＵＥは、一般的には、サービングセルコンフィグレー
ションを気付いている。しかしながら、ＵＥは、サービングセルからデータを送受信する
だけでなく、サービングセルに対する測定を実行し、また、移動性のために近隣セル上で
の測定も実行する。ハンドオーバ決定のような移動性決定は、近隣セルの測定に基づいて
いる。無線リソース管理（ＲＲＭ）タスクのような他のタスク、セル検索、及びセル識別
も、近隣セルの測定に依拠している。
【００４１】
　近隣セルを参照する際には、いくつかの場合、例えば、ＬＴＥ技術仕様書リリース１０
（Ｒｅｌ－１０）に準拠しているＵＥは、集約近隣セル情報、即ち、すべての近隣セルに
よって共有される情報を受信することができる。例えば、ＵＥは、すべての近隣セルが同
一のＭＢＳＦＮコンフィグレーションを自身のサービングセルとして使用するかについて
の指示を受信する。ＵＥは、また、近隣セル識別子を含む近隣セルリストを受信すること
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ができる。近隣セルリストは、移動性のためと、従前のネットワーク、例えば、ユニバー
サル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）ネットワークにおけるＲＲＭ目的のために、必須なも
のとなっている。しかしながら、このようなリストは、ＬＴＥではオプションとなってい
る。ＵＥに近隣セル情報のリストが提供されるかに関わらず、ＵＥは、同一の測定を行い
、同一の要件を満たすことを必要とする。
【００４２】
　近隣セルリストとは別に、ＵＥには、自身の近隣セルについての他の情報を提供するこ
とができる。例えば、ＵＥは、近隣セルからの干渉を経験し、そして、自身の近隣セルの
干渉特性についての知識からの恩恵を預かることができる。干渉特性の例には、いつ信号
の干渉が発生しているか、また、周波数ドメインのどこで干渉している信号が位置してい
るかを含んでいる。このような干渉特性は、ＵＥが、強化セル間干渉除去（ｅＩＣＩＣ）
を実行することを支援することができる。ｅＩＣＩＣは、干渉を削減するためにＵＥによ
って使用されるタイプの技術である。ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１０では、ｅＩＣＩＣを実現可能
にするために、ＵＥは、自身のサービングセルあるいはピコセルを介して、サービングセ
ルと自身の近隣セルに対する測定を実行するための測定パターンを受信することができる
。近隣セルに対しては、１つの測定パターンだけが、複数のセルに対する周波数毎に提供
される。１つの測定パターンが、セルアイデンティティ（例えば、物理セルアイデンティ
ティ（ＰＣＩ））のリストに従って提供される。近年の開発では、例えば、ＬＴＥ　Ｒｅ
ｌ－１１では、ＵＥは、より高い干渉を取り扱うことが要求され、また、干渉除去のため
のより大きなネットワーク支援を要望することができる。例えば、ＵＥは、セル専用基準
信号（ＣＲＳ）ポートのような情報と、少なくともいくつかの干渉している近隣セルのＭ
ＢＳＦＮコンフィグレーションを問い合わせる（及び提供を受ける）ことができる。
【００４３】
　セル間干渉調整技術では、測定パフォーマンスを、干渉抑制技術あるいは干渉除去技術
のような高度な受信機技術によって改善することができる。例えば、受信機は、高度共分
散推定技術に従う最小平均二乗誤差（ＭＭＳＥ）－干渉除去合成（ＩＲＣ）復号／復調方
法を実現するように構成することができる。最小平均二乗誤差－遂次干渉除去（ＭＭＳＥ
－ＳＩＣ）は、システムパフォーマンスを更に向上させるために、非線形減算型干渉除去
を実行することができる。
【００４４】
　上述の干渉除去技術、干渉調整技術、及び干渉抑制技術は、あらゆるタイプのネットワ
ーク配備に有益であるが、特に、異種配備で有用である。しかしながら、コンピュータの
複雑化及び制限のあるリソースのために、これらの技術は、特定の信号あるいはチャネル
上の干渉を軽減するための目的だけにＵＥによって使用される場合がある。一例では、Ｕ
Ｅは、干渉軽減あるいは除去技術をデータチャネルだけに適用する。別の例では、より洗
練されたＵＥは、データチャネルと１つ以上の制御チャネルに干渉軽減を適用する。基準
信号と同期信号は、制御チャネル上で送信される２つの信号の例である。
【００４５】
　干渉除去、干渉調整、及び干渉抑制は高干渉環境でのＵＥによる信号推定を改善するこ
とに頼りにできるが、これらの技術は、更なるコンピュータの複雑化に関わり、かつ、よ
り大きな処理電力及びより多くのメモリの少なくとも一方を要求する。そのため、これら
の技術は、測定を実行する場合にＵＥによって常に頼さることができるものではない。
【００４６】
　更なる測定は、いくつかの基本ＵＥ動作において本質的なものである。例えば、セル検
索（サーチ）及びセル識別は、基準信号と同期信号を検出し測定することをＵＥに要求す
る。
【００４７】
　セル検索では、ＵＥは、ＵＥに知られている特定の署名（シグネチャ）を有する信号を
検索する。新規のセルを識別するために、ＵＥは、セルを識別しなければならず、そして
、オプションで、あるいは要求に応じて、大局的に固有のセルグローバルアイデンティテ
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ィ（ＣＧＩ）を取得しなければならない。ＬＴＥでは、セル識別は、セルの検出、及び、
更なる信号強度測定（検証としても知られている）の実行を含んでいて、これには、例え
ば、セル専用基準信号（ＣＲＳ）上で実行される基準信号受信電力測定がある。
【００４８】
　セル検出は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）及びセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）のよう
な同期信号群に基づいて実行される。ＬＴＥでは、５０４個の固有の物理レイヤセルアイ
デンティ（ＰＣＩ）が存在する。物理レイヤセルアイデンティティは、１６８個の固有物
理レイヤセルアイデンティティグループにグループ化される。各物理レイヤセルアイデン
ティティグループは、３つの固有アイデンティティを含み、各物理レイヤセルアイデンテ
ィティは、その１つの唯一のグループの一部である。物理レイヤセルアイデンティティは
、
【００４９】
【数１】

【００５０】
として表すことができ、これは、物理レイヤセルアイデンティティグループを表す０から
１６７の範囲における数
【００５１】
【数２】

【００５２】
と、物理レイヤセルアイデンティグループ内の物理レイヤアイデンティを表す０から２の
範囲内の数
【００５３】
【数３】

【００５４】
によって固有に定義される。セルアイデンティティグループは、既知のＳＳＳシーケンス
に基づいて判定され、そのグループ内のアイデンティティは、既知のＰＳＳシーケンスに
基づいて判定される。ＰＳＳとＳＳＳの固有の組み合わせのすべては、５０４個の固有Ｐ
ＣＩを提供し、これは、１つの周波数上で、及び／あるいは複数の周波数に渡って、同一
の公衆地上移動ネットワーク（ＰＬＭＮ）ネットワーク内で再使用することができる。セ
ルのＰＣＩは、他の信号（例えば、セル専用基準信号であるＣＲＳ、位置決め基準信号で
あるＰＲＳ等）のシーケンスと、それらの時間周波数グリッド内での配置を判定するため
に使用することができる。
【００５５】
　図３、図４ａ及び図４ｂは、同期信号群（ＰＳＳ及びＳＳＳ）とＣＲＳ信号群（例えば
、３ＧＰＰ技術仕様書ＴＳ　３６．２２１セクション６．１０．１．２参照）に対する様
々な割当スキームを示している。
【００５６】
　図３は、ＯＦＤＭリソース要素（３００）に割り当てられる同期信号群を示している。
図３では、同期信号群は、割当済帯域幅の中心で６２個のリソース要素を占有している。
同期ネットワークでは、１つのセルからの同期信号群（ＰＳＳ／ＣＳＳ）は、別のセルか
らの同期信号群（ＰＳＳ／ＣＳＳ）と重複あるいは干渉していて、このことは、これらの
信号群において、１％あるいは１００％の負荷をずっと再使用することに相当する。
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【００５７】
　図４ａ及び図４ｂは、リソース要素に対するセル専用基準信号群（ＣＲＳ群）の例示の
マッピング４００を示している。図４ａ及び図４ｂは、１つのアンテナポートと、２つの
アンテナポートと、４つのアンテナポートに対する時間周波数グリッドにおける、様々な
ＣＲＳ信号の割当を示している。様々なセルが、周波数内で６種類のシフトを使用するこ
とができる。実際には、１つの送信アンテナポートから送信されるＣＲＳに対して６つの
再使用パターンと、２つの送信アンテナポートから送信されるＣＲＳに対して３つの再使
用パターンとが存在する。負荷が低い状態でのネットワークでは、干渉は、ＣＲＳ信号群
の時間測定に対しては有益である場合がある。負荷が高い状態でのネットワークでは、干
渉状況は、ＰＳＳ／ＳＳＳ信号群によって経験することと同様のこととなる。しかしなが
ら、実際には、ネットワークは、７０％よりも高いダウンリンク負荷で動作することはま
れであり、そのため、干渉状況は、典型的には、ＰＳＳ／ＳＳＳ信号よりもＣＲＳ信号に
対してより好ましい。ＣＲＳ信号群によって経験する干渉状態は、干渉しているアグレッ
サセル群でＡＢＳ（電力制限あるいは低アクティビティサブフレーム）を構成設定するこ
とによって更に改善することができる。
【００５８】
　一般的には、セル識別は、プライマリセル（イントラ周波数（intra-frequency））の
周波数上で、あるいはセカンダリセルの周波数上で実行することができ、このセカンダリ
セルは、キャリヤアグリゲーション（ＣＡ）（キャリヤアグリゲーションを伴うインター
周波数）を伴うサービングセルでもある。セル識別は、サービングセル周波数群（インタ
ー周波数）とは異なる周波数で、あるいは異なる無線技術（ＲＡＴ）（例えば、インター
ＲＡＴ）で実行することもできる。インター周波数及びインターＲＡＴも、周波数群が異
なる周波数帯に属している場合にも、インター帯域（inter-band）とすることができる。
【００５９】
　現在のセル識別要件は、ＵＥがセル識別を実行し、そして、対応するイベントをネット
ワークに報告（レポート）しなければならない、一定時間期間Ｔを特定する。この要求さ
れた期間Ｔは、セルを検出するために必要な時間と、測定を実行するための時間（Ｔ１）
の両方を含んでいる。現在の規格は、Ｔ及びＴ１に対する時間期間の長さを特定している
。また、ＵＥは、典型的には、その要求された期間内にＮ個（例えば、Ｎ＝８）の識別さ
れたセルを報告することが要求される。セル識別の要件は、測定期間長、セルの数、周波
数の数等を含んでいる。セル識別に対する要件は、例えば、イントラ周波数、インター周
波数及びインターＲＡＴ等の様々な状況毎に典型的には異なっている。
【００６０】
　非キャリヤアグリゲーション（非ＣＡ）ＵＥは、通常は、インター周波数セル識別ある
いはインターＲＡＴセル識別を実行するための測定ギャップを要求する。同一のことが、
構成設定されていないあるいはアクティベートされていないキャリヤ上でセル識別を実行
する場合でのキャリヤアグリゲーションが可能な（ＣＡ可能）ＵＥにもあてはまる。しか
しながら、ＣＡ可能ＵＥは、通常は、ＳＣＣ上での測定に対する測定ギャップを要求しな
い。
【００６１】
　また、セル識別は、例えば、時間ドメイン測定リソース制限パターンによって示される
、具体的に構成設定されている低干渉時間期間中に実行することもでき、この時間ドメイ
ン測定リソース制限パターンでは、ネットワークは、ＵＥへ信号を送信して、異種配備に
おける強化セル間干渉調整（ｅＩＣＩＣ）を容易にすることができる。しかしながら、こ
のような測定パターンは、同期ネットワークあるいはフレーム整合ネットワーク（frame-
aligned network）内のＰＳＳ／ＳＳＳ上での干渉状況を改善することは支援しないこと
に注意されたい。ここで、フレーム整合ネットワークでは、ＰＳＳ／ＳＳＳは、常に、１
００％の負荷を経験する。それは、これらの信号群が常にすべてのセル内で送信されるか
らである。しかしながら、このパターンは、異なるサブフレームに別々に割り当てること
ができるＣＲＳ信号群に関連付けられているＲＳＲＰ精度あるいはＲＳＲＱレベルを改善
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するために有用である。このネットワークは、測定しているＵＥへ、制限測定パターンで
の所定の干渉状態を伴うサブフレームを信号送信する。
【００６２】
　上述の記載によって説明されるように、ＵＥによって測定を実行し、レポートすること
は、ＵＥの要求される基本機能群の内の１つあるが、これは、特に、高干渉状態において
は能力が試されることになる。このことは、高干渉状態では、干渉が高すぎる場合があり
、また、ビクティム信号も弱すぎる場合があるからである。例えば、ＬＴＥ　３ＧＰＰ技
術仕様書ＴＳ　Ｒｅｌ－１１では、セル範囲拡張（ＣＲＥ）バイアスは、９ｄＢまでは上
がることがあるが、Ｅｓ／ｌｏｔは、ビクティム信号及びアグレッサ信号のＥｓ／Ｎｏｃ
の絶対値に依存してー９ｄＢよりも低くなることがある。高干渉状態では、ＵＥあるいは
無線デバイスは、干渉除去に対する干渉しているチャネルを推定することが必要な場合が
ある。干渉しているチャネルを推定することは、追加のＵＥリソースと時間を要求するこ
とになるであろう。
【００６３】
　上述のように、ＡＢＳサブフレームは、ＵＥが測定を実行することを容易にするように
構成設定することができる。しかし、高干渉状態では、ＡＢＳサブフレーム中に所望のセ
ル専用基準信号以外のアグレッサ送信干渉信号が存在する場合がある。ＡＢＳサブフレー
ム中に存在する可能性のある干渉信号の例は、Ｓ１送信（無線ネットワークノードと高度
パケットコア間の送信）、ページング、あるいは、電力削減ＡＢＳのような特殊な場合で
のデータ送信をもが含まれる。このアグレッサはネットワークに対しては未知である、あ
るいは、アグレッサセルに関する情報は利用不可能である場合がある。例えば、アグレッ
サセルに関する情報は、近隣ＰＤＳＣＨあるいは制御チャネルに不規則に割り当てられて
いる時間周波数リソースを含むことができる。アグレッサについてのこのような情報なし
では、干渉除去を、信号測定中あるいは推定中にＵＥによって達成することは困難な場合
がある。
【００６４】
　無線通信システム内、特に、異種ネットワーク内に位置しているＵＥに対して、新規の
信号推定技術が要望されている。
【００６５】
　図５は、第１の無線ネットワークノード６０２、第２の無線ネットワークノード６０４
及び無線デバイス６０６を備えるネットワーク配備５００を示している。いくつかの実施
形態では、２つの無線ネットワークノード６０２及び６０４は、同一位置に配置されてい
る。他の実施形態では、２つの無線ネットワークノード６０２及び６０４は、単に、同一
基地局の２つの異なる送信アンテナ（例えば、２つの異なるセル内で）を表している。
【００６６】
　無線ネットワークノード６０２及び６０４の両方から異なるタイプの信号が、無線デバ
イス６０６で受信される。図５で示される実施形態では、無線デバイス６０６は、第１の
タイプの第１の信号と、第２のタイプの第１の信号とを無線ネットワークノード６０２か
ら受信する。無線デバイス６０６は、また、第１のタイプの第２の信号と、第２のタイプ
の第２の信号とを無線ネットワークノード６０４から受信する。いくつかの実施形態では
、第１のタイプの信号は同期信号（例えば、ＰＳＳあるいはＳＳＳ）であり、一方、第２
のタイプの信号は基準信号（例えば、ＣＲＳ、ＰＲＳ、ＤＭ－ＲＳ、ＭＢＳＦＮ　ＲＳ）
である。しかしながら、その逆についても、他の実施形態では当てはまる。そのため、概
して、第１のタイプは、単に、第２のタイプと異なっているということである。
【００６７】
　図５では、第１の信号と第２の信号とは、第１の無線ネットワークノード６０２と第２
の無線ネットワークノード６０４とによってそれぞれ送信される実際の信号として示され
る。但し、いくつかの実施形態では、１つ以上のこれらの信号は無線ネットワークノード
６０２及び６０４によって実際には送信されない。特定の信号が特定の無線ネットワーク
ノードによって実際に送信されない、１つ以上のこのような実施形態では、以下で詳細に
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記載される無線デバイス６０６は、無線ネットワークノードによって信号が送信されたか
のうように、その信号に対する信号推定値を取得する。この信号に対する信号推定値は、
本明細書では、仮想信号推定値と呼ぶことにし、この信号というのは、無線ネットワーク
ノードによって実際に送信されないが、それにもかかわらず、その無線ネットワークノー
ドに関連付けられることを無線デバイス６０６によって考慮される信号である。こうして
、図５におけるすべての信号が実際に送信されるかどうかに関わらず、第１の信号は第１
の無線ネットワークノード６０２に関連付けられていて、第２の信号は第２の無線ネット
ワークノード６０４によって関連付けられている。
【００６８】
　この理解の下で、図６ａは、第２のタイプの第２の信号に対する信号推定値を判定する
ための１つ以上の実施形態で、無線デバイス６０６が実現する信号推定プロセスを示して
いる。
【００６９】
　図６ａでは、無線デバイス６０６は、第１のタイプの第１の信号と第１のタイプの第２
の信号に対する信号推定値との間の関係を記述するスケーリングファクタを取得する（ス
テップ６００）。例えば、いくつかの実施形態では、スケーリングファクタは、第１のタ
イプの第２の信号に対する推定値と第１のタイプの第１の信号に対する推定値との比率で
ある。これとは関係なく、無線デバイス６０６は、更に、第２のタイプの第１の信号に対
する信号推定値を含む基準信号推定値を取得する（ステップ６１０）。次に、無線デバイ
ス６０６は、スケーリングファクタによって基準信号推定値をスケーリングすることによ
って、第２のタイプの第２の信号に対する信号推定値を選択的に判定する（ステップ６２
０）。このようなスケーリングによる第２のタイプの第２の信号に対する信号推定値を判
定する方法は、本明細書では、概して「スケーリング方法」と捉える。
【００７０】
　ここで、本明細書で使用される信号に対する信号推定値は、例えば、信号に対するチャ
ネル推定値（例えば、経路利得あるいは経路損失）、信号に対する電力推定値（例えば、
基準信号受信電力であるＲＳＲＰ）、信号に対する品質推定値（例えば、基準信号受信品
質であるＲＳＲＱ）あるいはその類を一般的に指すことに注意されたい。例えば、信号推
定値がチャネル推定値あるいは受信信号電力推定値を含む実施形態では、スケーリング方
法は、以下のようなリニアスケールで数学的に記述することができる。
【００７１】
【数４】

【００７２】
あるいは
【００７３】

【数５】

【００７４】
　ここで、ｃとｐはそれぞれ、第２のタイプの第２の信号に対する判定対象のチャネル推
定値と受信信号電力推定値である。
【００７５】

【数６】

【００７６】
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と
【００７７】
【数７】

【００７８】
は、第２のタイプの第１の信号に対する信号推定値を含む対応の基準信号推定値であり、
また、
【００７９】

【数８】

【００８０】
と
【００８１】
【数９】

【００８２】
は、対応のスケーリングファクタである。ここで、サブインデックス１は、第１のタイプ
の第１の信号に対応し、サブインデックス２は、第１のタイプの第２の信号に対応する。
２つのスケーリングファクタは、互いに、例えば、
【００８３】
【数１０】

【００８４】
に関連する。ここで、αは、チャネル推定値の送信電力レベル、帯域幅等と、受信信号電
力推定値の送信電力レベル、帯域幅等との間の比率を反映する。上述のスケーリングファ
クタと数的関係は、いくつかの他の実施形態では、対数尺度（スケール）で定義される。
【００８５】
　使用される特定のタイプの信号推定値にかかわらず、無線デバイス６０６は、いくつか
の実施形態では、他のノードからスケーリングファクタを受信することによってスケーリ
ングファクタを取得する。この別のノードは、例えば、無線ネットワークノード、位置決
めノード等であっても良い。無線デバイス６０６は、また、スケーリングファクタに対す
る調整に関する情報、あるいは、第２のタイプの第２の信号に対する信号推定値を判定す
るためにスケーリングファクタに対する調整値を適用するかスケーリングファクタを適用
するかを無線デバイスが判定することを支援する情報を、別のノードから受信することが
できる。もちろん、無線デバイス６０６は、無線デバイスが、スケーリングによって第２
のタイプの第２の信号に対する信号推定値を判定することができるかどうかを示す自身の
ケイパビリティ情報をネットワークノードへ送信することを必要とする場合がある。
【００８６】
　他の実施形態では、対照的に、無線デバイス６０６は、そのスケーリングファクタを計
算することによってスケーリングファクタを取得する。具体的には、無線デバイス６０６
は、第１のタイプの第１の信号と第１のタイプの第２の信号とを受信して、それらの信号
に対する信号推定値を計算し、そして、その計算された信号推定値に基づいてスケーリン
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グファクタを計算する。例えば、無線デバイス６０６は、第１のタイプの第２の信号に対
する計算された信号推定値と、第１のタイプの第１の信号に対する計算された信号推定値
との比率としてスケーリングファクタを計算する。
【００８７】
　しかしながら、そのようにして取得されたスケーリングファクタは、いくつかの実施形
態では、第１の無線ネットワークノード６０２と第２の無線ネットワークノード６０４に
おける第１のタイプの信号と第２のタイプの信号との間の関係を記述する補正ファクタの
適用を通じて調整される。このような補正ファクタは、第１の無線ネットワークノードと
第２の無線ネットワークノードとの間の違い、あるいは、時間、周波数及びそれ以外での
、第１のタイプの信号と第２のタイプの信号との違いを考慮するために、スケーリングフ
ァクタに適用することができる。
【００８８】
　いくつかの実施形態では、例えば、無線デバイス６０６は、（ｉ）第１のタイプの第１
の信号と第２のタイプの第１の信号との間の第１の電力比と、（ｉｉ）第１のタイプの第
２の信号と第２のタイプの第２の信号との間の第２の電力比との間の違いに基づいて、補
正ファクタを計算する。選択的には、無線デバイス６０６は、帯域幅情報、電力クラス、
及び第１の無線ネットワークノードと第２の無線ネットワークノードとに関連付けられて
いる送信アンテナの数の少なくとも１つに基づいて、補正ファクタを計算する。
【００８９】
　これとは別に、無線デバイス６０６が補正ファクタによってスケーリングファクタを調
整する場合、無線デバイス６０６は、以下のような第２のタイプの第２の信号に対するチ
ャネル推定値、あるいは受信信号電力推定値を判定する。
【００９０】
【数１１】

【００９１】
あるいは
【００９２】

【数１２】

【００９３】
ここで、補正ファクタβpとβcは、更に、第１のタイプの信号と第２のタイプの信号との
間の違い、例えば、電力の違い、帯域幅の違い、送信アンテナポートの数を考慮する。こ
の違いは、時間及び周波数の少なくとも一方のリソース専用である場合がある。例えば、
いくつかの信号は、ある時間インスタンスでは低電力で送信され、別の時間インスタンス
では高電力で送信される。
【００９４】
　これらの代替とは無関係に、スケーリング方法は、例えば、第１の無線ネットワーク６
０２が高電力無線ネットワークノードで、第２の無線ネットワークノード６０４が低電力
無線ネットワークノードである実施形態において、特定の効果を証明する。高電力ノード
６０２から受信される第１の信号は、低電力ノード６０４から受信される第２の信号より
も強いので、これらの第１の信号は、これらの第２の信号と干渉する。高電力ノード６０
２との干渉は、低電力ノード６０４から無線デバイス６０６が受信する第２の信号につい
て従来の測定を実行する、無線デバイス６０６の機能を脅かす場合がある。第２のタイプ
の信号が基準信号である場合の実施形態では、例えば、このことは、低電力ノード６０４
から受信される干渉信号に対する信号推定値を取得するための、無線デバイス６０６の機
能を脅かし、それゆえ、パフォーマンスを脅かすことになるであろう。
【００９５】
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　一般的には、高干渉状態での無線デバイスには、典型的には、アグレッサセル（群）か
らの干渉が削減されたサブフレーム群を示す測定パターンが提供されることになろう。例
えば、現在の規格では、無線サブフレーム内の１０サブフレームの１つは、そのような干
渉が削減されたサブフレームである場合がある。高密度の干渉が削減されたサブフレーム
群は、システム全体の容量の観点からは望ましくない場合がある。これは、アグレッサセ
ルが、一般的には、干渉が削減されたサブフレームで送信しないからである。アグレッサ
セルは、たいていは、マクロセルであるので、通常は、大規模の通信範囲エリアを有して
いる。そのため、干渉が削減されたサブフレーム群の密度の増加は、システム容量の損失
をもたらすことになる。このような損失は、ピコセル群の拡張通信範囲によって補償でき
い場合がある。結果として、干渉が削減されたサブフレーム群は一般的にはいずれ希薄と
なり、これは、これらの低干渉サブフレーム群で測定を実行することが制限される高干渉
状態にある無線デバイスが、要求される測定を実行するための多くの機会を得られないこ
とを意味する。一方、干渉が削減されたサブフレーム群以外のサブフレーム群で測定を実
行することは、通常、劣化した測定パフォーマンス（例えば、精度）をもたらす、あるい
は、特定の測定要件を満足することができない。
【００９６】
　スケーリング方法を用いると、無線デバイスには、希薄な制限されたサブフレーム群だ
けで、弱められることが分かっている信号における測定を実行することが課されない。こ
れは、無線デバイスは、ほとんどのサブフレーム群を記憶しているアグレッサＲＳＲＰを
測定することだけを必要とするからである。無線デバイスは、ピコセルのＲＳＲＰを測定
する必要はない。無線デバイスは、スケーリングファクタと基準推定値（アグレッサＲＳ
ＲＰ）に基づいて、それを計算することができる。ここで、弱いピコＲＳＲＰは、より高
速かつより正確に推定することができる（精度は、アグレッサＲＳＲＰのそれと同じくら
いの正確であるであろう）。
【００９７】
　そのため、高干渉状況では、本明細書の少なくともいくつかの実施形態は、スケーリン
グファクタによって同一タイプの強信号の推定値をスケーリングすることによって弱信号
を効果的に推定する。低電力ノードの基準信号に対する信号推定値を受信信号から直接導
出する従来の方法に依ることなく、無線デバイス６０６は、本明細書では、スケーリング
方法を使用して信号推定値を効果的に判定する。一特定例では、無線デバイス６０６は、
第１のタイプの信号として、無線ネットワークノード６０２と６０４とに関連付けられて
いる同期信号を有効に使用することによってそれを実行する。つまり、無線デバイス６０
６は、低電力ノード６０４に関連付けられている同期信号に対する信号推定値と、高電力
ノード６０２に関連付けられている同期信号に対する信号推定値との間の関係を記述する
スケーリングファクタを取得する。無線デバイス６０６は、また、高電力ノード６０２に
関連付けられている基準信号に対する信号推定値を含む基準信号推定値を取得する。次に
、無線デバイス６０６は、低電力ノード６０４に関連付けられている基準信号に対する信
号推定値を判定するために、スケーリングファクタによってこの基準信号推定値を変倍（
スケール）する。
【００９８】
　弱信号がセル範囲拡張（ＣＲＥ）ゾーンにおけるＵＥに対するピコセルのＣＲＳであり
、強信号がマクロセルのＣＲＳである場合の特定の例に詳細について検討する。スケーリ
ングファクタは、２つの信号リソースに対するチャネルあるいは電力推定値との間の比率
を示している。例えば、
【００９９】
【数１３】

【０１００】
　ここで、ｐweakは弱信号の計算された電力推定値であり、ｐstrongaは基準信号推定値
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とする既知の強信号の電力推定値（例えば、ＲＳＲＰ）であり、γはスケーリングファク
タである。いくつかの実施形態では、スケーリングファクタであるγは、セカンダリ同期
信号（ＳＳＳ）を使用して計算される。ＳＳＳは定期的に送信され、既知のセルに対して
測定することが容易であり、そして、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）のような他の同期信
号と比べて、セル計画に対する耐性がある。スケーリングファクタであるγを使用すると
、ピコセルの基準信号（例えば、ＣＲＳ）の受信信号電力の信号推定値は、以下のように
表現される。
【０１０１】
【数１４】

【０１０２】
　ピコＣＲＳの推定値はマクロＣＲＳ信号の推定値に依存するので、弱信号（ピコＣＲＳ
）に対して取得された推定値の精度は、強アグレッサ信号に対する推定値と同じくらい正
確にすることができる。このことは、弱信号の直接推定値を使用する方法と比べて、著し
いパフォーマンス利得を表す。簡単のため、上述の式において、同一セル内のＳＳＳとＣ
ＲＳとの間の電力差は、同一であると仮定する。より一般的な場合では、この電力差は、
例えば、ｅＩＣＩＣ支援情報の一部として受信される、ＵＥによって取得することができ
る。いくつかの実施形態におけるＳＳＳとＣＲＳとの間の電力差は、上述の補正ファクタ
によって補正される。
【０１０３】
　上述の状況でのスケーリングファクタは、同一のタイプの信号の信号推定値を使用して
計算され、これは、背景技術で説明される従来技術と比べて有効である。従来技術の方法
は、受信パイロット電力と同期チャネル電力との比率が異なるセルに対して同一であるこ
とを想定していて、この想定は一般的も当てはまらない。
【０１０４】
　もちろん、このスケーリング方法は、この状態及び他の状況で有効であることを証明す
るが、このスケーリング方法は、一定の条件下で有効でない場合がある。従って、図６ａ
のステップ６２０では、いくつかの実施形態では、無線デバイス６０６は、スケーリング
方法が有効性を証明することになるのであろうか、あるいはスケーリング方法が必要とさ
れるかを示す、１つ以上の条件あるいはパラメータを評価することによって、このスケー
リング方法を適用するかどうかを決定する。
【０１０５】
　スケーリング方法が有効でないあるいは必要とされない場合、無線デバイス６０６は、
第２のタイプの第２の信号を推定するために従来の方法を適用することを頼りにすること
ができる。図６ｂに示されるように、この場合での無線デバイス６０６は、ステップ７２
２でスケーリング方法を採用するかどうかを適応的に判定する。判定が肯定である場合、
無線デバイス６０６は、スケーリング方法を使用して第２のタイプの第２の信号に対する
信号推定値を判定することになる（ステップ７２４）。判定が否定である場合、無線デバ
イス６０６は、従来の方法を使用して第２のタイプの第２の信号に対する信号推定値を判
定することになる（ステップ７２６）。
【０１０６】
　いくつかの実施形態では、無線デバイス６０６は、第１の無線ネットワークノード６０
２が第２の無線ネットワークノード６０４に関するアグレッサとして機能するかを判定す
ることに応じて、つまり、ビクティム－アグレッサの状況を検出することに応じて、スケ
ーリング方法を適用することを判定する。実際には、上述で立証されるように、スケーリ
ング方法は、たいていは、ビクティム－アグレッサ状況におけるよりリソース効率が良い
方法であり、そうでなければ、従来の方法の下、高度な受信機を要求することになろう。
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【０１０７】
　無線デバイス６０６がビクティム－アグレッサの状況で動作するかどうかを検出するた
めの様々な方法を、無線デバイス６０６に対して利用することができる。例えば、無線デ
バイス６０６は、アグレッサ無線ネットワークノードを示す指示を別の無線ネットワーク
ノードから受信することができる。いくつかの実施形態では、この指示は、サービングｅ
ノードＢから受信される、干渉を処理するための支援データの一部であっても良く、及び
／あるいは、この指示は、改善された干渉状態のサブフレーム群のサブセットを示す測定
リソース制限パターンであっても良い。無線デバイス６０６は、移動性イベント、例えば
、ＣＲＥゾーンへのハンドオーバ中にビクティム－アグレッサ状況で動作することを判定
することができる。無線デバイス６０６は、第２のタイプの第１の信号の信号強度あるい
は品質が劣化していることを検出して、その劣化はアグレッサによるものであることを決
定することができる。無線デバイス６０６は、ネットワーク支援に依拠することによって
、あるいは、ブラインド検出によって自律的に、ビクティム－アグレッサ状況を検出する
ことができる。無線デバイス６０６は、また、そのデバイスに記憶されている履歴データ
に基づいて、あるいは、専用リソース要素のような専用時間－周波数リソースにおける全
体干渉測定あるいは干渉測定群に基づいて、ビクティム－アグレッサ状況を検出すること
ができる。
【０１０８】
　他の実施形態では、無線デバイス６０６は、これに加えて、あるいは、これに代えて、
第２のタイプの第２の信号が、所定の閾値よりも低い、時間、周波数あるいはそれらの両
方における密度を有していることを判定することに応じて、スケーリング方法を適用する
ことを判定する。ＬＴＥの実施形態における信号の密度は、例えば、ＯＦＤＭリソース要
素あるいはＬＴＥサブフレームへの信号のマッピングパターンを指している。図３、図４
ａ、及び図４ｂを参照されたい。例えば、図４ａ及び図４ｂでは、基準信号の密度は、Ｏ
ＦＤＭリソースブロック内でどれくらいの数のリソース要素が基準シンボルに対して割り
当てられているかを反映している。第２のタイプの第２の信号の密度が、正確な測定を実
現可能にするには低く過ぎる場合には、第２のタイプの第１の信号と第２のタイプの第２
の信号が重複していて、推定上、チャネル推定を促進することができるとしても、このチ
ャネル推定は、スケーリング方法が使用されない場合は、依然として、低いものとなる可
能性がある。同様に、別の実施形態では、これに加えて、あるいは、これに代えて、無線
デバイス６０６は、推定対象の信号、例えば、第２のタイプの第２の信号の重複に基づい
て、このスケーリング方法を採用することを決定する。
【０１０９】
　更に、また、別の実施形態では、無線デバイス６０６は、これに加えて、あるいは、こ
れに代えて、無線デバイス６０６が低電力状態あるいは低アクティビティ状態であること
に応じてスケーリング方法を適用することを決定する。例えば、これらの実施形態では、
バッテリレベルあるいはメモリレベルのようなデバイスのリソースがクリティカルレベル
である場合に、このスケーリング方法が適用される。別の例として、これに加えて、ある
いは、これに代えて、無線デバイス６０６が、アイドル状態、不連続受信（ＤＲＸ）状態
のような低アクティビティ状態である場合に、このスケーリング方法が適用される。
【０１１０】
　更に、また、別の実施形態では、無線デバイス６０６は、これに加えて、あるいは、こ
れに代えて、第２のタイプの第１の信号を無線デバイス６０６での測定のために利用する
ことができないことを判定することに応じて、このスケーリング方法を適用することを決
定する。実際に、この場合は、無線デバイス６０６は、従来の方法を適用することはでき
ないであろう。このような場合は、例えば、第２のタイプの第１の信号が、第１の無線ネ
ットワークノード６０２によって送信されない、例えば、新規のキャリヤタイプ（非レガ
シー）のＣＲＳである場合である。これにかかわらず、無線デバイス６０６は、特定の方
法で基準信号推定値を取得することによって、これらの環境下でこのスケーリング方法を
適用する。即ち、無線デバイスは、第２のタイプの信号に一般的には関連付けられている
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仮想信号推定値として、第２のタイプの第１の信号に対する信号推定値を取得することに
よって、基準信号推定値を取得する。換言すれば、仮想信号推定値は、第２のタイプの信
号に一般的には関連付けられている無線測定値である。例えば、ＲＳＲＰ測定値は、一般
的には、ＣＲＳ信号上で実行される。但し、これらの信号は、無線ネットワークノードが
新規のキャリヤタイプで構成設定されない場合には無線ネットワークノードによって常に
送信されるわけではない。しかしながら、ＲＳＲＰ測定は、ＣＲＳが送信されないキャリ
ヤに対しても依存として繰り返され、そして、そのようなＲＳＲＰ測定値は、基準推定値
として使用することができる。
【０１１１】
　それゆえ、一般的には、無線デバイス６０６は、これらの実施形態では、第２のタイプ
の信号を測定することが、より挑戦的なものとなる、あるいは一定の特定の構成設定（コ
ンフィグレーション）あるいは条件下で不可能である場合に、このスケーリング方法を採
用する。
【０１１２】
　１つ以上の他の実施形態では、無線デバイス６０６は、信号情報の可用性を評価するこ
とによってこのスケーリング方法を採用するかどうかを決定する。この信号情報には、例
えば、信号シーケンス生成のために使用される既知のパラメータがあり、例えば、事前符
号化制御指示（ＰＣＩ）、時間アライメント、信号送信のために使用される時間及び周波
数リソース等がある。無線デバイス６０６は、従来の方法によってたいていは要求される
、干渉しているノードからの干渉を除去することを実現可能であるかを判定することがで
きる。例えば、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）あるいは制御チャネルが基
準信号（例えば、第２のタイプの第１の信号）と干渉している場合、一般的には、ＰＤＳ
ＣＨあるいは制御チャネルからの干渉を除去することができない。このような場合におい
て、第１のタイプの第１の信号と第１のタイプの第２の信号とが既知である場合には、こ
のスケーリング方法は、特に、有用である。
【０１１３】
　いくつかの実施形態では、無線デバイス６０６は、スケーリングファクタが既に利用可
能である場合、あるいは、既に利用可能である測定に基づいてスケーリングファクタを取
得することが容易である場合には、このスケーリング方法を採用することを決定する。
【０１１４】
　それゆえ、概して、このスケーリング方法を採用することは、特に有益であり、また、
１つ以上の以下の条件に合致する場合に、更なる効果、例えば、より効率的な受信機動作
を実現する。例えば、複数の弱信号（例えば、ＣＲＳ、ＤＭ－ＲＳ、及びＰＲＳ）を推定
することが必要である場合、このスケーリング方法を採用することが有益な場合がある。
あるいは、複数のアグレッサセルが存在する場合（これらのすべてが推定されなければな
らず、かつ、取り去られなければならない場合の干渉除去と比べて）。あるいは、アグレ
ッサセル及びビクティムセルがＡＢＳ内で異なるＣＰを使用している場合、この場合には
、スケーリング方法が直接的な推定を回避して、ＡＢＳサブフレーム内でビクティム信号
を測定するための必要性を回避する。あるいは、時間周波数リソース要素グリッドにおい
て低密度で弱信号が送信される場合。あるいは、アグレッサセルとビクティムセルに対し
て重複しているＳＳＳに基づくジョイント（連帯）チャネル推定（以下で、詳細に説明す
る）をスケーリングファクタを推定するために使用することができる場合、これは、ジョ
イントチャネル推定がパフォーマンスを促進するからである。あるいは、既知の弱信号と
既知の強信号が衝突している場合（例えば、マクロＣＲＳとピコＣＲＳとが周波数上でシ
フトしている）。あるいは、ネットワークがＳＦＮで調整されている場合、これは、例え
ば、同期信号に対する、干渉の観点から一般的には問題であるが、スケーリング方法とジ
ョイントチャネル推定は、実際には、ＳＦＮ調整（アライメント）からの恩恵を受ける場
合がある。
【０１１５】
　上述の状況では、ＵＥが信号推定において従来の方法あるいはスケーリング方法を採用
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するべきかあるいは採用する場合を判定するための様々な実施形態を記載している。以下
の項では、このスケーリング方法をより詳細に説明する。
【０１１６】
　　　　　スケーリングファクタの取得
　いくつかの実施形態では、スケーリングファクタは、任意のチャネル推定方法あるいは
信号電力推定方法を使用することによって、あるいは、タイミング測定（例えば、電力に
基づく測定あるいはタイミング測定、あるいはタイミング差測定）でさえも使用すること
によってよって取得される。一般的には、スケーリングファクタを取得することは、第１
のタイプの信号が送信される場合、例えば、リソースが重複しているあるいはしていない
場合での時間リソース及び周波数リソースの少なくとも一方の特定の関係に制限されない
。しかしながら、いくつかの特定のアルゴリズムに対しては、このオーバラップは、例え
ば、以下で説明する、ジョイントチャネル推定を適用することを可能にすることが有益で
ある。
【０１１７】
　この場合、無線デバイス６０６は、ジョイントチャネル推定方法を使用してスケーリン
グファクタを計算し、これによって、無線デバイス６０６は、第１のタイプの第１の信号
に対するチャネル推定値と、第１のタイプの第２の信号に対するチャネル推定値を同時に
判定する。一般的には、これらの２つの信号が同一の時間インスタンスで送信される場合
にこれらの２つの信号についてジョイントチャネル推定を実行することが可能である。従
って、いくつかの実施形態では、無線デバイス６０６は、第１のタイプの第１の信号と第
１のタイプの第２の信号とが実質的に時間整合している（time-aligned）かを判定し、そ
うである場合、これらの信号に関連付けられているチャネルを推定するための複数の取り
得るチャネル推定方法から、ジョイントチャネル推定方法を選択する。この方法で、ジョ
イントチャネル推定を実行することは、典型的には、より強いチャネルを推定して、その
より強いチャネルを取り去る（即ち、干渉を除去する）ことによってより弱いチャネルを
推定する通常の方法よりも良好な方法である。ジョイントチャネル推定は、干渉除去と比
べて、パフォーマンスを促進するために使用することができる。
【０１１８】
　より詳細には、ジョイントチャネル推定部は、２つの対応するチャネル
【０１１９】
【数１５】

【０１２０】
の内の、２つの推定値
【０１２１】

【数１６】

【０１２２】
と
【０１２３】

【数１７】

【０１２４】
を推定し、ここで、ｉ＝１，２、Ｌはチャネルメモリ長である。２つのチャネル（２×（
Ｌ＋１）行列）に対する複合チャネルインパルス応答は、
【０１２５】
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【数１８】

【０１２６】
であり、受信信号は、次のように表される。
【０１２７】

【数１９】

【０１２８】
ここで、Ｓ＝［Ｓ1 Ｓ2］は、２つの送信信号シーケンスを記述する２つの行列を結合（
ジョイント）し、ｅはノイズである。
【０１２９】
　チャネル推定値は、例えば、平方誤差量を最小化することによる最小二乗法を使用する
ことによって検出することができ、これは、ＡＷＧＮの下、以下のチャネル推定値の解を
生み出す。
【０１３０】
【数２０】

【０１３１】
　いくつかの実施形態では、スケーリングファクタγcは、連帯的に判定されているチャ
ネル推定値群を使用して導出される。このスケーリングファクタγcは、次のように表す
ことができる。
【０１３２】

【数２１】

【０１３３】
ここで、｜｜　｜｜は、二乗（平方）ノルムである。更なる詳細については、国際特許出
願番号第２００９／０５９９８６号公報を参照されたい。これは、参照することによって
本明細書に組み込まれる。
【０１３４】
　ジョイントチャネル推定プロセスを使用して、スケーリングファクタを取得するかの決
定は、以下の１つ以上の考慮事項に基づいている。１つの考慮事項は、一定の信号情報の
可用性である。例えば、弱信号が未知である場合、干渉除去が必要とされる場合があり、
これは、ジョイント推定をできない状態にするであろう。
【０１３５】
　別の考慮事項は、第１の無線ネットワークノードと第２の無線ネットワークノードのと
の間の同期あるいは不均衡のレベルである。いくつかの実施形態では、密なアライメント
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が有益である場合、ジョイントチャネル推定を使用することができる。いくつかの実施形
態では、異なる周期的なプレフィックスが使用される場合には、より高度なジョイントチ
ャネル推定スキームが必要とされる場合がある。詳細は、国際特許出願番号第２００９／
０５９９８６号公報を参照されたい。
【０１３６】
　いくつかの実施形態では、更なる別の考慮事項は、第１のタイプの第１の無線信号と第
１のタイプの第２の無線信号の送信に使用される時間リソース及び周波数リソースの少な
くとも一方の重複するレベルである。一定の状況では、少なくとも時間上で完全に重複す
るあるいは十分に重複するレベルが、信頼性のあるジョイント信号推定を実現可能にする
ために必要とされる。時間における重複の例は、２つの信号が同一のシンボルで受信され
る場合がある。
【０１３７】
　いくつかの実施形態では、第２のタイプの第１の無線信号と第２のタイプの第２の信号
の送信のために使用される時間リソース及び周波数リソースの少なくとも一方の重複する
レベルも考慮される。しかしながら、時間及び周波数の少なくとも一方における重複は発
生する場合もあれば発生しない場合もあり、重複が存在しない場合には、スケーリング方
法を使用することによる更なる利点が存在することに注意されたい。もちろん、他の考慮
事項も可能である場合がある。
【０１３８】
　ジョイントチャネル推定は、特に、第２のタイプの第１の信号と第２のタイプの第２の
信号とが重複していない場合に、特に、有益である。ジョイントチャネル推定は、また、
第２のタイプの第２の信号が、時間リソースグリッド及び周波数リソースグリッドの少な
くとも一方で低密度で送信され、それゆえ、高精度の測定のために使用することができな
い場合に有益である。
【０１３９】
　無線デバイス６０６がスケーリングファクタを取得する際の時間（群）に関しては、無
線デバイス６０６は、スケーリングファクタを定期的に生成するあるいは所定の時間イン
スタンスで生成するように構成することができる。無線デバイス６０６は、トリガリング
イベントあるいは状態でスケーリングファクタを取得するように構成することもできる。
無線デバイス６０６は、別のノードからの明示的なあるいは暗示的な指示／リクエストで
スケーリングファクタを取得するように構成することもできる。
【０１４０】
　一例では、スケーリングファクタの推定は、基準推定値が利用可能である場合、例えば
、アグレッサのＲＳＲＰが実行される場合、あるいは目標推定値（例えば、第２のタイプ
の第２の信号）を取得することが予期される場合のどちらか一方の時間インスタンスに近
い時間でトリガされるあるいは開始される。一例では、スケーリングファクタがＳＳＳに
基づいて推定され、かつ目標推定値がＣＲＳに対するものである場合、ＵＥは、ＲＳＲＰ
測定に続いてより頻繁に、例えば、４０－６０ｍｓ毎にＳＳＳを受信することを必要とす
る。セル検出目的のためのＳＳＳの測定は、一般的には、異なる定期性を要求し、これは
、ＳＳＳの送信周期性とは異なる（より長い）場合もある。いくつかの実施形態では、専
用ルールあるいは最小要件が事前に定義されている場合もある。この要件は、ＳＳＳ推定
の精度と、例えば、少なくともタイミング及びＰＣＩの少なくとも一方が既知であるセル
あるいは検出されたセルのＳＳＳ推定を実行するための測定期間を含んでいる。このよう
な事前に定義されているルールは、スケーリングファクタを計算する目的のために、推定
値、例えば、チャネルあるいは受信信号電力推定値を取得するために使用される。
【０１４１】
　一例では、スケーリングファクタは、スケーリングファクタを取得するために使用され
る２つの推定値を連続して計算することによって導出される。別の例では、干渉除去は、
スケーリングファクタを取得するために使用される２つの推定値の少なくとも１つを取得
するために使用される。更に別の例では、スケーリングファクタは、別のノード、例えば
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、ｅノードＢによって送信される支援データで無線デバイスによって受信することができ
る、あるいは別のノードから受信されるデータに基づいて導出することができる。
【０１４２】
　　　　　補正ファクタの取得
　一例では、補正ファクタは、別のノードからの上位レイヤでのシグナリングを介して受
信されるデータに基づいて取得される。この補正ファクタは、補正ファクタを導出するた
めに使用されるデータあるいはインジケータの形式で明示的に信号送信する、あるいは、
暗黙的に提供することができる。このようなデータの例には、帯域幅情報、基地局電力ク
ラス、公称電力レベルとの偏差、送信アンテナの数を含んでいる。別の例では、補正ファ
クタは、例えば、物理ブロードキャストチャネルあるいは物理制御チャネルを読み取るこ
とによる、下位レイヤのシグナリングを介して受信される情報に基づいて、無線デバイス
６０６によって取得される。更に別の例では、補正ファクタは、無線デバイスの他の測定
値及びロケーション情報の少なくとも一方に基づいて導出される。更に別の例では、補正
ファクタは、特定の時間リソース及び特定の周波数リソースの少なくとも一方に関連付け
られている。これらのリソースは、送信パターンあるいは測定パターンのようなパターン
によって示すことができる。もちろん、上述のものの任意の組み合わせを適用することが
できる。
【０１４３】
　　　　　基準信号推定値の取得
　図６ａに示されるように、スケーリング方法では、スケーリングファクタは、所望の信
号の信号推定値を取得するために、基準推定値に適用される。一般的には、基準推定値に
対しては、十分な密度で時間／周波数リソースグリッドに割り当てられ、かつ既知の特性
（例えば、信号シーケンス）、十分な送信電力、及び受信信号強度をもたらす信号のタイ
プを使用することが望ましい。基準推定値に対して使用される信号のタイプは、予め定義
されていても良いし、あるいは無線デバイス６０６によって決定されても良い。ネットワ
ークノードは、基準推定値として使用するための信号のタイプを、例えば、その信号のタ
イプの指示を無線デバイス６０６に送信することによって、無線デバイス６０６へ示唆あ
るいは勧告することができる。
【０１４４】
　それゆえ、一般的には、いくつかの実施形態では、特定のタイプの信号を基準信号推定
値に対して使用される（そして、これによって、「第２のタイプ」の信号と呼ばれる）こ
とになり、また、特定のタイプの信号がスケーリングファクタに対して使用される（そし
て、これによって、「第１のタイプ」と呼ばれる）ことになる、様々なオプションが存在
する。概して、（Ａ）特定のタイプの信号が既知である場合、（Ｂ）スケーリングファク
タを取得する際に使用が考慮される信号のタイプに対する推定値が十分には正確でない場
合（例えば、以要件あるいは目標閾値を下回る）、（Ｃ）その特定のタイプの信号が最大
の帯域幅を有している、及び／あるいは、その特定のタイプの信号のより多くのサンプル
を取得することができる場合、（Ｄ）その特定のタイプの信号の推定値がスケーリングフ
ァクタに基づいているタイプの信号よりもより正確である場合、及び／あるいは、（Ｅ）
その特定のタイプの信号がより少ない干渉している時間／周波数リソースで送信される場
合、基準信号推定値に対してその特定のタイプの信号（例えば、基準信号）を使用するこ
とが好適であることがある。
【０１４５】
　一方、いくつかの実施形態では、スケーリング及び信号推定値のための本来選択されて
いるタイプ群のいずれかが最適でない場合、基準信号推定値に対して、様々なタイプの信
号（例えば、同期信号）を使用することが好適であることがある。このことには、次のこ
とを含んでいる。（Ａ）スケーリングを取得するために考慮される信号のタイプが、時間
ドメイン及び周波数ドメインの少なくとも一方において、正確な推定値に対しては十分で
ない密度を有していること、（Ｂ）基準信号推定値を取得するために考慮される信号の別
の候補のタイプの信号が存在しない（例えば、送信されるＣＲＳがない）、（Ｃ）その信
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号のタイプの測定オケージョンと、スケーリングファクタを取得するために考慮される信
号のタイプの測定オケージョンと間の時間ギャップが存在していて、そうすることで、特
に、チャネルが高速である（例えば、ドップラー周波数が閾値を上回る）場合あるいは無
線デバイスが高速に移動している（例えば、速度が閾値を上回る）場合、第１のタイプの
信号におけるチャネル推定値と第２のタイプの信号における基準推定値とが正確でないあ
るいは信頼できない可能性がある、及び／あるいは（Ｄ）その信号のタイプと、スケーリ
ングファクタを取得するために考慮される信号のタイプとの間の電力関係が未知であるあ
るいは動的に変化している場合である。
【０１４６】
　　　　　他の実施形態
　上述のように、いくつかの実施形態では、第１のタイプの信号（即ち、スケーリングフ
ァクタに基づいている信号群）は同期信号（例えば、ＰＳＳあるいはＳＳＳ）を含んでい
て、第２のタイプの信号（即ち、基準信号推定値に基づいている信号群）は基準信号（例
えば、ＣＲＳ、ＰＲＳ、ＤＭ－ＲＳ、ＭＢＳＦＮ　ＲＳ、あるいは同期信号でない他の信
号）を含んでいる。この開示はこのような実施形態に限定されるものではないが、ＰＳＳ
あるいはＳＳＳのような同期信号は、他のタイプの信号、例えば、基準信号よりもより標
準的な基準でたいていは送信される。それゆえ、いくつかの場合、ＵＥは、基準信号にお
ける測定を実行する前に、同期信号を既に推定している場合がある。他の場合、同期信号
は、相対的に小さい動作で推定することができる。ここで、既に既知の信号推定値を再使
用することは効果的であろう、あるいは、弱ビクティム信号の推定を導出するための信号
推定値を取得することが容易となろう。
【０１４７】
　より一般的な実施形態では、スケーリング方法は、第２のタイプの複数の信号を推定す
るために適用することができる。このスケーリング方法は、第３のタイプの信号に適用す
ることができる。同一あるいは異なるスケーリングファクタを、異なる信号のペアに適用
することができ、これらは、そのペアでの２つの信号の構成設定、送信機と受信機との間
の距離、等のファクタに依存することになる。一例では、ジョイントチャネル推定は、複
数のタイプの信号にも適用される。
【０１４８】
　いくつかの実施形態では、無線デバイス６０６は、セルグルーピングを実行し、それに
従って自身の方法を信号推定に対して採用する。例えば、セルは、スケーリング方法が使
用されるセル（弱セル）と、スケーリング方法が使用されないセル（例えば、他のセル）
との、２つのセルグループにグループ化することができる。また、スケーリング方法が使
用されるセルを含むセルグループ内では、２つのサブグループは、次のように形成するこ
とができる：スケーリング方法がジョイントチャネル推定に基づいているセル（例えば、
時間整合しているセル（time-aligned cell））と、スケーリング方法がいくつかの他の
チャネル推定に基づいているセル（例えば、時間整合していないセル（non-time aligned
 cell））。セルグルーピングは、少なくともいくつかの時間期間中に並行してどのセル
が測定されるかについて影響を与え得る。
【０１４９】
　以下の状況では、上述の原理及び技術を示すために、２つの例示の実施形態が記載され
る。
【０１５０】
　図７は、ＬＴＥの実施形態のフローチャートを示している。この実施形態では、２つの
無線ネットワークノード６０２及び６０４（図５参照）が、（ほぼ）時間整合していると
想定する、即ち、同期信号は時間軸（周期プレフィックス内）で重複している。無線ネッ
トワークノード６０２及び６０４は、それぞれマクロセル及びピコセルである。同期信号
群、例えば、ＳＳＳ信号群と、基準信号群、例えば、ＣＲＳ信号群との間の相対電力は、
一定であり、また、両方のセルに対して同一であると想定する。また、対応するセル群に
対するセル識別子（ＩＤ）群は、これらの２つのセルのＣＲＳが重複しないようになって
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いる。それゆえ、セル範囲拡張（ＣＲＥ）ゾーン内の無線デバイスが非ブランクサブフレ
ーム内でピコセルに対するＲＳＲＰを推定することを試行する場合、干渉レベルは高くな
る場合があり、ＲＳＲＰ推定値は不正確になる場合がある。しかしながら、高ＳＮＲを有
するマクロセルに対するＲＳＲＰは、正確に推定することができる。
【０１５１】
　図７では、無線デバイス内のトランシーバは、第１のタイプの既知の（パイロット）信
号を使用して、無線デバイス６０６と第１の無線ネットワークノード６０２との間のリン
クに関連付けられている無線チャネルと、無線デバイス６０６と第２の無線ネットワーク
ノード６０２及び６０４との間のリンクに関連付けられている無線チャネルとを（連帯し
て）推定する（ステップ８０２）。ＬＴＥ実施形態の一例では、第１のタイプの信号は、
セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）である。一例では、第１の無線ネットワークノード６０２
はマクロセルとすることができ、第２の無線ネットワークノード６０４はピコセルとする
ことができ、そうすることで、第１の無線ネットワークノード６０２に対するＳＳＳと第
２の無線ネットワークノード６０４に対するＳＳＳとの間の電力比は、ステップ８０４で
示されるように、次のように推定することができる。
【０１５２】
【数２２】

【０１５３】
次に、無線デバイスは、第２のタイプの第１の（既知）の信号（例えば、ＣＲＳ）を使用
して、第１のネットワークノード（例えば、マクロセル）に対するチャネルを推定する（
ステップ８０６）。無線デバイス６０６は、また、基準推定値
【０１５４】
【数２３】

【０１５５】
を取得するために、第１のネットワークノードに対して推定されたチャネルを使用して、
第１のネットワークノードに対するＲＳＲＰ（ＣＲＳ上で測定される）を推定する。ピコ
セルに対する（仮想）ＲＳＲＰである
【０１５６】
【数２４】

【０１５７】
は、電力比と、例えば、以下のような、マクロセル６０２に対するＲＳＲＰ推定値
【０１５８】
【数２５】

【０１５９】
とに基づいて判定される。図７のステップ８０８を参照されたい。
【０１６０】
　図８は、第２の例示の実施形態を示している。この実施形態では、第１の無線ネットワ
ークノードに対する、第１のタイプの信号と第２のタイプの信号との間の電力比は、第２
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電力比とは異なる。第１の無線ネットワークノード６０２はマクロセルであり、第２の無
線ネットワークノードがピコセルであると想定する。第１のタイプの信号と第２のタイプ
の信号との間の電力比は、例示の補正ファクタとして使用する。２つの補正ファクタβma

croとβpicoは、次のように表現することができる。
【０１６１】
【数２６】

【０１６２】
と
【０１６３】

【数２７】

【０１６４】
である。スケーリング方法で使用される補正ファクタは、次のように計算することができ
る。
【０１６５】

【数２８】

【０１６６】
　図８では、無線デバイスは、２つのネットワークノード６０２及び６０４に対する第１
のタイプの信号と第２のタイプの信号との間の電力関係を判定することによって開始する
ことができる（ステップ９０２）。ステップ９０４で、無線デバイス内のトランシーバは
、第１のタイプの既知の信号を使用して、無線デバイス６０６と、第１の無線ネットワー
クノード６０２と、第２の無線ネットワークノード６０４との間のリンクに関連付けられ
ている無線チャネルを（連帯して）推定する。ＬＴＥの実施形態では、第１のタイプの信
号は、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）とすることができる。限定しない例では、ピコセル
からの第１のタイプの信号とマクロセルからの第１のタイプの信号との間のスケーリング
ファクタ（この例では、電力比）は、以下のように計算することができる。
【０１６７】
【数２９】

【０１６８】
ステップ９０６を参照されたい。無線デバイスは、次に、第２のタイプの信号（例えば、
ＣＲＳ）を使用して第１のネットワークノードに対するチャネルを推定して、基準推定値
【０１６９】
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【数３０】

【０１７０】
を取得するために第１のネットワークノードに対するＣＲＳ上のＲＳＲＰを測定する（ス
テップ９０６）。次に、ピコセル
【０１７１】

【数３１】

【０１７２】
に対する（仮想）ＲＳＲＰが、電力スケーリングファクタγpと、補正ファクタβmacroと
βpicoと、マクロセルに対するＲＳＲＰ推定値
【０１７３】

【数３２】

【０１７４】
とに基づいて判定される（ステップ９１０）。ピコセル
【０１７５】
【数３３】

【０１７６】
は、次のように推定することができる。
【０１７７】
【数３４】

【０１７８】
ステップ９１０を参照されたい。ＲＳＲＰ測定／推定は、例えば、ハンドオーバの判定の
ために無線デバイスによって使用することができる。
【０１７９】
　上述の議論では、無線デバイス６０６は、測定された信号電力、信号品質あるいはチャ
ネル推定に基づいてスケーリングファクタを計算するように構成されている。しかしなが
ら、ネットワークノードは、スケーリング方法を支持する無線デバイスへ、スケーリング
ファクタあるいはスケーリングファクタに対する調整値を提供するように構成することが
できる。
【０１８０】
　図９は、無線ネットワークノード６０２あるいは６０４によって実現される例示のプロ
セスを示している。図９では、無線ネットワークノードは、少なくとも１つの以下の情報
あるいはデータを生成する（ステップ１０１０）：スケーリングファクタを指示する情報
、スケーリングファクタへの調整を指示する情報、及び、信号推定値を判定するためにス
ケーリングファクタを適用するかスケーリングファクタへの調整値を適用するかを決定す
ることを無線デバイスに支援する情報である。スケーリングファクタは、第１の無線ネッ
トワークノードと第２の無線ネットワークノードとにそれぞれ関連付けられている同一の
タイプの第１の信号と第２の信号との間の関係を記述している。次に、無線ネットワーク
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ノードは、生成された情報を無線デバイスへ送信する（ステップ１０２０）。
【０１８１】
　いくつかの実施形態では、ネットワークノードは、無線デバイスが信号推定値を判定す
るためにスケーリングファクタあるいはスケーリングファクタへの調整値を適用すること
ができることを示すケイパビリティ情報を無線デバイスから受信することに応じて、上述
の情報を選択的に生成する。いくつかの実施形態では、図９の例示のプロセスは、更に、
ネットワークノードが、上述の情報を生成して送信することができることを示すケイパビ
リティ情報をノードへ送信することを含んでいる。
【０１８２】
　スケーリング方法を支持する無線デバイスへのネットワーク支援を実現可能にするため
に、スケーリングファクタ及び補正ファクタ（群）の少なくとも一方を無線デバイスへ送
信することを無線ネットワークノードに可能にする追加のシグナリング手段を提供するこ
とができる。少なくともいくつかの実施形態では、このシグナリング手段は、また、スケ
ーリング方法を使用して信号推定値を取得する際の新規のケイパビリティを無線ネットワ
ークノードと無線デバイスへ通知するために必要とされる。そして、いくつかの実施形態
では、シグナリング手段は、スケーリング方法からの結果をレポートするために必要とさ
れる。
【０１８３】
　無線ネットワークノードは、例えば、ロケーション、ＵＬ測定、無線デバイスに対する
タイミングあるいはタイミング差測定、あるいは他の情報に基づいて、スケーリングファ
クタ及び補正ファクタの少なくとも一方を取得することができる。また、例えば、支援デ
ータ（例えば、ｅＩＣＩＣに関連付けられている、セル間干渉調整、アグレッサ干渉を取
り扱うための拡張受信機に対する支援データ、及び改良信号検出に対する支援データ、一
般的な測定値等）で、スケーリングファクタ及び補正ファクタ（群）を少なくとも一方の
無線デバイスへ信号送信することができる。信号送信されたシグナリングファクタは、「
概算の」スケーリングファクタとすることができ、これは、無線デバイスによって更に改
善することができる。改善されたあるいは概算のスケーリングファクタのどちらかは、本
明細書で記載される実施形態を実現する無線デバイスによって使用することができる。
【０１８４】
　スケーリングファクタは、また、別のネットワークノード、例えば、ｅノードＢあるい
はコアネットワークノードへ信号送信される。例えば、スケーリングファクタ及び補正フ
ァクタの少なくとも一方が基準推定値を受信する無線ネットワークノードに対して既知で
ある場合、ノード自身は、この情報を使用して弱信号（群）の推定値を取得することがで
きる。この結果は、別のノードへ信号送信されても良い。
【０１８５】
　また、スケーリングファクタあるいは補正ファクタが、どの信号、例えば、ＲＳＲＰ、
ＰＲＳ等に関連しているかを示す指示を、更に、スケーリングファクタ及び補正ファクタ
の少なくとも一方に関連付けることができる。例えば、アンテナポート情報に基づいて、
ファクタを定義するための、あるいは、複数の信号タイプに関連している複数のスケーリ
ングファクタ及び補正ファクタ（群）の少なくとも一方を含めることを可能にするための
、所定のルールが存在する場合がある。このことは、特定の信号のタイプに対する測定値
が、測定／受信無線ノードによって提供される場合に有用であることがある。測定／受信
無線ノードは、また、取得されたスケーリングファクタ及び補正ファクタの少なくとも一
方を信号送信することができる。
【０１８６】
　スケーリングファクタ及び補正ファクタ（群）の少なくとも一方は、専用の時間リソー
ス及び周波数リソースの少なくとも一方に関連付けることができる。ここで、一例では、
無線ネットワークノードは、無線デバイスあるいはネットワークノードへ、スケーリング
ファクタ及び補正ファクタ（群）の少なくとも一方に関連付けられている時間リソース及
び周波数リソースの少なくとも一方を記述するあるいは指示するデータを提供することが
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できる。別の例では、時間周波数リソースは、セル間干渉調整に対して構成設定されてい
る制限測定パターンによって示すことができ、また、スケーリングファクタは、信号送信
してもしなくても良い。
【０１８７】
　時間リソース及び周波数リソースの少なくとも一方と、スケーリングファクタの少なく
とも１つは、所定のルールに基づいて導出することができる。
【０１８８】
　少なくともいくつかの実施形態では、無線ネットワークノードへ、スケーリング方法を
使用するための能力に関連する無線デバイスの新規のケイパビリティを通知するためのシ
グナリングが必要とされる。新規のケイパビリティは、少なくとも１つ他のノード（例え
ば、ｅノードＢ、位置決めノード、別の無線デバイス）へ、無線デバイスによっても通信
することができる。このようなケイパビリティを有する無線デバイスは、そのようなケイ
パビリティを持たない無線デバイスよりもより高干渉状態で動作することができる場合が
ある。しかしながら、これは、そのようなケイパビリティを持たない無線デバイスに対し
て必要とされない一定の基準と条件を満足する干渉処理用の支援データ（例えば、同期／
不整合情報）を要求する場合がある。
【０１８９】
　このケイパビリティ情報は、例えば、無線デバイス用の無線測定を構成設定する場合、
無線デバイス用の移動性関連パラメータ（例えば、セル選択／再選択パラメータ）を構成
設定する場合、測定あるいはチャネル推定を実行する際に無線デバイスを支援するための
支援データを構成設定する場合、あるいは、第２のタイプの信号の送信を構成設定するこ
との必要性を決定する場合に、使用することができる。
【０１９０】
　スケーリングに基づく信号推定方法の拡張サポートに関連する無線ネットワークケイパ
ビリティが存在しても良い。一例では、このようなケイパビリティを持たない無線ネット
ワークノードは、スケーリングに基づく推定方法を使用する無線デバイスに対して追加の
サポートを提供することができない、例えば、スケーリングファクタ及び補正ファクタの
少なくとも一方を信号送信することができない場合がある。無線ネットワークノードは、
また、別のネットワークノードあるいは無線デバイスにさえ、自身のケイパビリティを信
号送信することができる場合がある。
【０１９１】
　スケーリング方法（例えば、本明細書で記載されるような）に基づいて少なくとも１つ
の信号に対する推定を実行する無線デバイスは、その結果を、ネットワークノード（例え
ば、ｅノードＢあるいは位置決めノード）あるいは別の無線デバイスへ送信することがで
きる。この結果は、次の１つ以上のものを含むことができる：スケーリング方法に基づい
て取得される推定値、スケーリングファクタ、補正ファクタ、基準推定値についての情報
（例えば、信号タイプ）、スケーリングファクタ及び基準推定値の少なくとも一方を推定
するために使用される時間－周波数リソースについての情報あるいは指示（例えば、「低
干渉サブフレーム」あるいは「通常／未保護サブフレーム」）がある。
【０１９２】
　一例では、本明細書で記載されるスケーリング方法に基づいて取得される推定値、例え
ば、チャネル推定値、受信信号電力推定値、あるいは受信信号品質推定値は、別のノード
、例えば、ｅノードＢ、ＭＤＴノード、ＳＯＮノード、あるいは別の無線デバイスへ信号
送信される。
【０１９３】
　推定値は、また、所定の測定値（例えば、ＣＲＳ上で実行されるＲＳＲＰあるいはＲＳ
ＲＱ）を形成するために使用することができ、これは、別のノードに提供することができ
、また、一般的には、無線リソース管理（ＲＲＭ）タスク、移動性、位置決め、無線ネッ
トワーク計画及び最適化等に対して使用することができる。
【０１９４】
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　この推定値は、経路損失測定値に一般的には基づいているアップリンク電力制御に対す
る無線デバイスによって使用することができ、これによって、特に、アグレッサ干渉の存
在時により正確なアップリンク電力制御を実現可能である。
【０１９５】
　無線デバイスは、また、取得した推定値の品質を推定することができる。この推定した
品質は、別のノードへ送信することができる、あるいは、無線デバイスによる内部決定、
例えば、取得した推定値の品質が閾値を超える場合にその取得した推定値に基づく測定値
のレポート（報告）のために使用することができる。
【０１９６】
　図１０は、本発明の実施形態に従って動作する無線デバイスあるいはＵＥ１００のブロ
ック図を示している。この無線デバイスは、アンテナユニット１１０１、フロントエンド
トランシーバユニット（ＦＥ　ＴＲＸ）１１０２、信号を無線キャリヤ周波数（不図示）
へダウンコンバートする（ＲＸ用）及びアップコンバートする（ＴＸ用）、そして、デジ
タルからアナログへ、アナログからデジタルへと変換する変換ユニット（ＤＡＣ／ＡＤＣ
）１１０４を含んでいる。この変換ユニット（ＤＡＣ／ＡＤＣ）１１０４は、ベースバン
ド信号をアナログからデジタルへ（ＲＸ用）またはデジタルからアナログへ（ＴＸ用）へ
変換することを担当する。また、無線デバイスは、デジタルＲＸフィルタ１１０６と、デ
ジタルＴＸフィルタ１１０８を含み、これらは、所望の形式にデジタル信号を処理するよ
うに構成されている。
【０１９７】
　ＵＥ１１００は、また、受信部と送信部を備える。無線デバイス１１００の受信部は、
セル検索ユニット１１１０、チャネル推定ユニット１１１２、復号ユニット１１１４、及
び制御及び測定ユニット１１１８を含んでいる。セル検索ユニット１１１０は、新規のセ
ルを検出し、その検出した新規のセルのネットワークノードと同期をとることを担当する
。チャネル推定部１１１２は、無線チャネルを推定するように構成され、また、チャネル
を個別に推定するとともに、複数のチャネルを連帯して推定することができる。復号ユニ
ット１１１４は、受信信号を復号し、また、更なる処理のためのデータを生成するように
構成されている。セル検索ユニット１１１０、チャネル推定ユニット１１１２、及び復号
ユニット１１１４からの情報は、測定及び制御ユニット１１１８へ供給される。測定及び
制御ユニット１１１８は、上述の基準推定値あるいは測定レポートを生成するように構成
されている。基準推定値は、ＲＳＲＰあるいは他の信号強度推定値であっても良い。
【０１９８】
　無線デバイス１１００の送信機部では、符号化ユニット１１１６が存在し、これは、ネ
ットワークノードへの送信用の所望のフォーマットに従ってデータ信号を符号化するよう
に構成されている。
【０１９９】
　無線デバイス１１００は例示の実施形態として示されていることに注意されたい。無線
デバイス１１００は、上述のもの以外の多くのユニットを含むことができる。いくつかの
移動体では、上述のユニットのすべては、「シングルチップ」内に存在することができる
。例えば、チャネル推定部１１１２と符号化ユニット１１１６／復号ユニット１１１４は
、ＴＲＸユニット１１０２及びＡＤＣ／ＤＡＣユニット１１０４として同一のチップに含
まれていても良い。もちろん、これらのユニットは、別々のチップに含まれていても良い
。
【０２００】
　図１１は、上述の実施形態に従って構成される無線デバイス１１００を示している。無
線デバイス１１００は、トランシーバ１２０２と１つ以上の処理回路１２１２を備える。
トランシーバ１２０２は、１つ以上のアンテナシステム１２１４に接続されている。１つ
以上の処理回路１２１２は、スケーリングファクタ取得部１２０４、基準推定値取得部１
２０６、信号推定部１２０８、及びメモリ１２１０を備えている。スケーリングファクタ
取得部１２０４は、上述のスケーリングファクタを取得するように構成されている。基準



(36) JP 6185049 B2 2017.8.23

10

20

30

推定値取得部１２０６は、上述の基準推定値を取得するように構成されている。スケーリ
ングファクタと基準推定値は、信号推定部１２０８へ入力される。信号推定部１２０８は
、上述の基準推定値とスケーリングファクタとに基づいて、第２のタイプの信号に対する
信号推定値を判定するように構成されている。いくつかの実施形態では、メモリ１２１０
は、スケーリングファクタ１２０４、基準推定値取得部１２０６、スケーリングに基づく
セル測定方法で使用されるデータを記憶する信号推定部１２０８とのインタフェースを提
供するように構成されている。
【０２０１】
　図１２は、上述のいくつかの実施形態における、無線デバイスが無線通信システムでの
信号に対する信号推定値を判定することを支援するように構成されているネットワークノ
ード１３００を示している。ネットワークノード１３００は、１つ以上の処理回路１３０
６とトランシーバ１３０４とを備えている。１つ以上の処理回路１３０６は、次の情報あ
るいはデータの少なくとも１つを生成するように構成されている：（ａ）スケーリングフ
ァクタを示す情報、（ｂ）スケーリングファクタへの調整を示す情報、及び（ｃ）信号推
定値を判定するためにスケーリングファクタを適用するかスケーリングファクタへの調整
を適用するかを無線デバイスが決定することを支援する情報である。１つ以上の処理回路
１３０６は、無線デバイス６０６からのケイパビリティ情報の受信に応じて、上述の情報
の少なくとも１つを選択的に生成するように構成することができる。ケイパビリティ情報
は、無線デバイス６０６が信号推定値を判定するためにスケーリングファクタあるいはス
ケーリングファクタへの調整値を適用することができることを示している。
【０２０２】
　図１２では、トランシーバ１３０４は、生成された情報を無線デバイスへ送信するよう
に構成されている。トランシーバ１３０４は、更に、ノードへ、ネットワークノード１３
００が上述の情報の少なくとも１つを生成し送信することができるか否かを示すケイパビ
リティ情報を送信するように構成することができる。
【０２０３】
　もちろん、本明細書で開示される実施形態の内の任意の実施形態を、単独で実現するこ
ともできるし、任意の他の実施形態と、全体的にあるいは部分的に組み合わせることもで
きる。
【０２０４】
　上述の記載と添付の図面は、本明細書で教示される方法及び装置を制限するものではな
い例を表している。このように、本発明は、上述の説明及び添付の図面に制限されるもの
ではない。むしろ、本発明は、添付の請求項及びその法的な等価物によってのみ制限され
るものである。
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